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國
家
の
不
統一

を
も
た
ら
す
も
の
は
、
ブ
ラ
ト
ン
の
主
張
す
名
よ
う
に
、
狀
し
て

.
私
有
財
産
そ
の^/
の
セ
は
な
く
じ
亡
、
人
間
そ
の
も 

@
ゼ

內

在

す
::

^
必
义
ろ
-0
分
^
の
；精
神
：で
あ
名0
^
か
ら
、
か
り£
今(

私
^
財
產
を
撤
廢
し
て
も̂

處
置
の
問
題
に
つ
い
て
も
紛
帶
を
も

た

ら

さ

ず

に

は
措
か
な
い
で
あ

ろ

う

。

い
か
な
^
物
質
的
療
法
を
：以
て
.し
て
も
精
神
的
害
惡
を
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■す
、と

.;
&
'«
で
き.
な
い
0.
へ
精
神
的
宇
段̂

み.
が
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國
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の
«
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玄
も
た
ら
す.
も
の.
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か
く
し.
て
、私
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豐
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性

の.
要
求.
に
粮
差
す
も
の
^
あ
 

利
己
心
の
た
め
に
責
め'

ち
，芩
べ
，含
も
の
饨
、
久
.
彻
の
性
質
，で
あ
ら
て
、
私
有
財
產
：で
农̂
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A
J

ぃ
'ぅ
0
^
れ
ば
と
い
つ
て
ァ
リ
ス
ト
テ
レ.
ス
は
今
H
の
私
有
財
產
制
を
直-̂
に
そ
の.
儘
；の
形
で
是
！l
b
よ.
う
と
す
冬
も
；の
で
は
ない
。

ぃ
要g

私
有
財
産
そ
の
名
の
を
撤
廢
す
冬
と
と
で
は
な
く
、

1:
乙
れ
に
社
#
公
興
の.
利
益
が
要
‘求
す
る」

定.
の
，制
限.
を
加
へ
*
ご
と
、
換
言

す
れ
ば
、
：
.
：適
正
な
名
社
會
的
慣
習
と
適1£
な
名
立
法
の
：カ
幻
よ
つ
て
：私
有
財
產
を
取
に
權
利
追
求
の
手
段
と
す
名
こ
と

^ ,
く
、
.
こ
れ
を
汎

•. 

..

く.
社
會
公
共.
の.
た.
め
'に
使
用
す
$
し'と
に
：よ.
つ.
で
道
德
的
_
的
達
成
の
有
効
な
ざ
手
段
と
す
る
こ
と
で
あ
^
。
'卽
ち
財
產
の
听
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±
ど

,

.

.

. 

■

.

.

.

 

.

.

 

.

.

.

.

 

'

 

•

■

-
 

:

.

•

.

.

.

 

t

こ
ま
で
?>-
私
人
の
子
^
、
そ
し
て
い
そ
の
使
用
は
ど
こ
.
ま
で
も
社
會
公
共
の
利
益
を
增
進
ず
吝
，と
い
う
こ
と
で
あ
^
。
こ
れ
が
ア
：リ
ス
ト 

♦ 

. 

• 

^

テ
レ
ス
の
意
圖
す
名
と
こ
ろ
で
あ
各p_
匕
の
.方
法
に
よ0；

て
共
有
財
産
：

(
典
產
主
義>  
と
私
有
財
產
へ
個
人
主
義

)

：
と.
の
長
听
が
同
寺
こ

併
せ
確
保
さ
れ
名
の
で
あ
る
。こ
こ
£
も.
亦
、
：
何
事
£
お
い
て
も
折
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的
で
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中
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重
ん
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吝
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:
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ト
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が
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言
ふ
迄
.も
な
く
均
衡
爲
替
相
場
な
る
概
念
は

 
>.
國
際
的
均
衡
な
るi
; 

と
密
換：

に
關
聯
し.
て.
ゐ
ゝ
る
。
一
從
來
提
唱
さ
れ
て
來
た
代
表
的
な
爲
替
理
論 

,

#
- L
て
は
、
購
買
力
平
價
說
と
國
際
收
茭
說
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る 

.

.
-
々
■
買
カ
¥
價
說
办
根
抵
に#-
す
る
の
：は>.
國
際
的
均
衡
を
國
際
的
な
_ 

る
價
格
水
準'の
均
衡
と
し
で
規
矩
す
.
る
見
解
で
あ
り
、
國
際
收
支
說
の
根 

柢
に
存
す
る
の
は>
國
際
的
均
衡
を
國
際
收
支'の'均
衡
ム
し
て.
規
定
す
る「 

觅
解P

.

あ
つ‘，
た

。̂

如
べ
國
際
的^'
衡
を.̂
何
な
る
觀^
か
'̂'
規
定
す
る 

か
彡
そ
の
規
淀
如
何
に
依
つ
て
ハ
爲
替
相
場
の
均
衡
水
维
を
如
何
に
規
定 

す
べ
き.
か
と
云
ふ
謙
題
に
對
じ
て
、
興
つ
：：た
解
答
が
與
：へ
ら
れ
る
の
，で

.
あ.

.
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る
0...:.:.
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.均
雲
替
相
場
の
問
題
は
卞
今
次
戰
後
に
於
ヤ
ぼ
國
際
通
貨
寒
金
制
度 

‘
於
け
る
$

變
更
の
前
提
條
件
で
あ
る

F

蕋
礎
的
不
均
衡1,

と
の
關
職.

.

,
:

疙
於
て.
論
ぜ.
ら
权
各
に
裘
つ
：た
の
で
あ
る
が
、
^

の
瘍
合
に
於.
で.
も

--
1
基 

:

礎
的
不
均
衡」

の
解
釋
如
何
に
依
つ
て
、
均
衡
爲
替
相
場
ぬ
對
す
る
見
解

.

..
は
明
踏
に
釾
立
し
て
ゐ
る
め
で
あ
る
.
f 

' 

..•:本
稿
に
於
て
は
、
_

近
|

替
理
論
の
ま
型
之
し
て
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ガ
プ
セ
ル
办
ぐ
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均

衡

爲

替

规

論

の

浪

開
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ぺ

購
買
力
平
價
說•
と
：ヶ.
ィ
ン
ズ..
の
爾
際
收
支
說
と
を

1.’.

應
考
察
し
、
爲

替

琎.

；

.
論
と
し
てs..
そ
の
理
論
的
性
格
を
全
く
異
に
し
、
明
確
に
對
立
す
る
此
等 

,
ン
の
ブ
一:
の
理
論
が
、
：そ
れ
ぐ
最
近
に
於
て
如
何
に
展
開
さ
れ
、
發
展
せ
し 

.
め.
'ら.
れ
て
'ゐ
る
'-か.
を.
考
察
せ.
ん
ど-
す
る
'も.
の
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あ
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脅
ら
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た
：爲
替
理
論
と
し
て
.
汰
、'輿
に
爲
替
心
现
說■

.

が：指
摘
さ

.
が
る
べ
.
き.
で.-
あ
る
が
、
こ
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爲
替
心
现
詆
は
科
學
的
及
，

■;
■.理
論
で
は
なW
と.
言
へ
：
ょ.
ぅ
。
/
:
:
.
.

.

'
:

.
,-
.
'
、
.
：

 

. 

-  
... 

...  
- 

.-
‘

:■
■

...

:.
;■  

.

.

... 

'
ノ
 
- 
• .
:-

.

:
第
二.
：次.
世
界
大
識
後
に
於
け
る
國
際
的
貨
幣
制
度
の
攪
亂
の
時
期
に
於

パ 

.

て
.ヽ
均
衡
爲
替
相
場
の
理
論
：と
ぶ
て
提
唱
せ
ら
れ
た
の
が
.、
.
%
名
な
ヵ
ッ 

.

セ
..

ル
の
朧
賈
カ
平
價
說
で
あ
つ
：

.
た
。
然
る.
に
、
：周
知
の
.如

く

其

の

後

に

於
1
 

. .
て.
購
餐
カ
：平
價
說
，に
對
し
て
は
、
多
く
の
批
判
が
加

.
へ
ら
れ
て
來
た
の
.で 

'

あ

つ

七
->
:
最
近
に
於
て
は
此
の.理
論
の
現
« :
的
妥
當
性
は
始
ど
否
定
.さ
れ 

て
；し
ま/つ
た
：如
の
如
き
觀
が
あ
石
？
事
實
、
購
買
力
平
價
齔
は
均
衡
爲
替 

レ
相
場
0 .
:
理
論
と-
し
ー
て
不
完
全
な
理
論
で
：あ
つ
'
た
と
言
は.
ね
ば
な
ー
ら
な
い
。」

:
'然
し
な
が
ら.

0_

貿
カ
卒
價
說
の
：現
實
的
妥
當
性
如
何
の
®

は
别
と
し
ノ 

_

，
.
て
4

、
此
：の
理
論
の
學
說
史
的
意
義
の
重
要
蚀
r .
鑑
み
、
；均
衡
爲
替
相
場 

,
_
の
理
論
を
取
极
ぼ
ん
と
す
备
本
稿
に
於
て
ば
、
先
づ
出
發
點
に
於
て
'此

の

ゾ 

.
璉
論
を
策
り
上
げ
る
事
が
必
要
で^

妖

f 
...

ハ
.
.
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:
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解
せ
ん
と
す
る
な
ら
•ば
、
解
明
さ
れ
.
な
け
れ
ば
な
ら
处
第-'の
牌
題
味
、 

外

福

貨

：が
需
要̂

^
乂
は
树
を
划
て
其
の
主
だ
る
琎
由
と
ず
ゐ
か
、
鵁 

:
に
其
：の
通
貨
办1

1

办
變
動
が
そ
の
も
め
拉
對
す
‘
需
骚
に
如
何
だ 

る
影
響
を
與
ふ
る
か
、
と
云
ふ
事
で
：あ

_
>00/が.
乂
か
隨
題
の
，提
出
は
數
 々

,
を
し
て
次
の
如
き
餞
論
を
爲
ざ
し
め
る-0
卽
ぢ
、■■,
'我
.々
が
外
國
貨
幣
に'對
.：
 

し
て
敢
て
|
茫
の
價
格
を̂

拂
は
ん
と
ず
る
ー
の
は
、
：結
局:>-
蚱
の«
幣
が
：
 

當
該
外
國
に
於
て
財
貨
及
び
勞
務
に
對
し
で
購
買
力
を
有
す
る
と
い
ふ
事 

.賢
に
歸
せ
ら
れ
な
.け
れf

ら
ぬ
-'
o
ペ
ー
：方
-\..我
.々
が
自
國
貨
幣0
若
干
量. 

を
提
供
す
る
場
合m
は
自
國
fo
於げ各財貨及びぬ激力
 

:

を
現
實
に
提
供
レ
て
ゐ
石
办
.
で
あ
る
：P:
そ
れ
故
に.
、W
國
通
貨
を
以
て
表
：
 

'示
す
る
外
國
通
，貨
の
評
價
は
、
主
と̂
て
此
等
通
貨
の
兩
渚
が
そ
れ
-
.̂ 

其
の
國
fc
於
て
有
す_̂

貿
九
の
比
率
に
警
も
の
で
：あ
る'6
':さ
れ
ば
、 

泚
處
：に
、
..我
み
S
 
I國
間
ひ
爲
替
韻
が
決
定
さ
れ
る

第
：：

ブ
の
且
.つ
本
源 

的
な
根
據
を
有
す
る̂
で
あ
る
ヶ」 .
^
 ̂:へ 

:
:
'
■:

一
 

國
際
收
茭
說
の
如
く
爲
替
市
場
に
於
け
る
爲
替
宇
形
の
：需
要
供
給
關
係 

の
み
を
指
摘
す
る
表
固
的
な
說
明
ど
異
り
、
V*;
ッ：

セ
ル
ぼ
外
國
通
貨
の
霉 

要
さ
れ
る
根
本
的
理
，田
.
を
碧
へ
、
そ
こ
か
ら
.爲
替
相
場
の
決
定
さ
れ
る
根 

據
を
ー
膘
明
ら
か
に
し
て
が
る'の
で
あ
るo 
'.- 

.、
 

更
に
方
ッ
セ
ル
は
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。 

f

併
し
な
が
ら
、A
B
j
l

國
間
に
芘
常
的
な0
曲
貿
易
が
行
は
れ
て
.ゐ
る
ぃ 

と
す
れ
ば
：、
：其
の
間
に
何
等
か
.
の
爲
替
相
場
が
成
立
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ 

し
て
狸
細
の
變
動
を
除
外
ず
れ
ば'、
此
の
爲
替
相
場
は
、
、兩
國
通
货
の
：購

-

'5
3

、；
費
カ
办
ぃ
づ
：れ
か
ば
變
敷
が
起
ら
な
ぃ
限
り
且
っ
貧
易
上
^
何
等
の
障
害 

ら
ぬ
限
力rv
不
變
吹
儘
帮
ずる；：

で
あ
ら
う
ヴ
今
若
し
八
國
通
貨
の
膨 

-
.
脹
狀
起
ポ>;
そ
の
：
,

と
1.
て
其.
の_

買
カ
が
滅
少
す
る
な
ら
ば
、B
國 

.
,_
於
於
げ
石
入
國
通
貨
の
價
値
.
は
必
然
的
に
そ
れ
ど
同
..
ー.

で
、下
落
す
る 

::、で
あ
らy
。：  
¥
 
®
 fc
-B
;.
國
ー
の
通
霞
膨
脹
し'て
其
の
瞵
貿
力
が
減
少
. 

:

、す
る
な
ら
ば̂\
そ
め.
結
^
^
レ
て
‘明
ら
か
に
益
國
に
於
げ
る
八
國
通
貨
の 

.
儐
値
は
l
v̂
:
に
靡
ず
る
割
合
で
：儒
貴
ず
る
で
あ
ら
う0.
例
へ
ば
、
若
し
八 

v

國
に
於
け
る
臌
脹
が..
ー0
〇
险
對
す
る
三_.
0
、
，6_
_

け
る
'そ
れ
が 

:ー0
〇
栏
對
す
る
骂
四©.
の_

合
に
達
し
だ
：な'ら
ぱ
、
新^
1
^
場
ば 

.'
'(

•B
國
孤
隳
咚
於
も
る
八
酸
通
錢
の
劝
場
釔
採
つ
で
み
る
な
ら
ば
ゾ
舊
爲 

''.,:
#相
場
：の.：四
分
办
着
と
な
る.で
あ
ら

う

。

が
，
く

て

次

.
の
如
き
i

を
得 

■.-
'.
:
る
°,.
卽

ち

- :
;
:1國

の
通
貨
が
膨
脹
し
だ
場
合
に
は
、
芷
常
的
爲
替
相
場
は 

:.

:舊
爲
# -
相
場
.に
兩
國
に
於
げ
る
膨
脹
率
の
商
を
乘
じ
女
も
の
と
等
し
く
な 

る.
で
あ
ら
う
。
當
然
、
常
に
此
の
新
し
い
正
常
的
相
場
か
ら
離
れ
る
こ
と 

: .
:は
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
又'そ
の
離
、反
は
過
渡
期
に
於
て
は
对
成
り
大
で
あ 

^
と
考
へ
ら
れ
るI。

然
し
な
が
ら
上
述
の
'方
法
に
依
つ
て
算
出
さ
れ
た
員 

へ
替
相
場
は
爾
國
通
貨
間
.の
新
平
價
、
卽
ち
、
爲
替
相
場
：が
、
：.'•
時
的
に
變 

動
ず
る
に
も
枸̂'
ず
常
.に
歸
着
せ
ん
と
す
る
均
衡
點
と
着
做
さ
れ
な
げ
れ 

ば.
な
ら
な
いO',
此
の
平
價
を
購
買
力
平
價
と
名
付
け
る̂
t f
cr
' 

以
上.
の'引
甩
に.
ヵ
ッ)

'セ
ル.
の
購
賈
カ
平
價
說
の
要
皆
が
簡
明
に
：示
さ
れ 

■.
^
^
の̂.
で
あ
を
が‘、
此
：の
說
に
對
し
そ
從
來
稱
々
の
解
釋
が
行
は
れ
て 

來
だ
。
そ
れ
故
、
以
、
1>
に
於
て
此
の
說.
に
就
て
若
干
考
察
し
、
細
部
に
と

ニ

ら
ば
れ
ず
に
力̂

セ
ル
本
來
の
理
論
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
.
ょ
ぅ
。

ヵ
ッ
セ
ル
の
購
貢
カ
乎
價
說
に
就
で
者
察
す
る
場
合
に
は
、
ピ
グ

.
ゥ1
の 

指
摘
す
る
如
くV
此
の
理
論
の
ニ
の
理
論
的
側
面
、
卽
ち
、

：

根
U

な
側. 

面
と
應
用
的
な
側
面
と
を1
應
區
别
し
て
置
ぐ
事
が
便
利
.
で
あ
る0.
.

'
先
づ
、
ヵ
ツ
セ.
ル
の
'理
論
の
根
本
的
側
面

——

と
れ
は.
前
■
の
引
用
の 

中
、
最
初
の
引
附
に
該
當
ず
る
部
分
で
あ
る
一
-
を
考
察
1>
ょ
ぅ
？

力

'ツ 

ゼ
ル
は
、
こ
，V
で
爲
替
相
場
が
如
何
な
る
根
據
か
ら
決
定
さ
れ
る
ベ
き
ホ 

を
考
察
し
、
そ
し
て
爲
替
相
場
の
均
衡
水
準
を
規
定
す
る
も

.
の
と
し
.て
交 

換
當
事
國
に
於
け
る
貨
幣
購
賈
力
の
比
率
.
.(

1
殷
價
格
水_

の
比
率
>
を
ー 

採
り
上
げ
る
の
.で&4
る
。
從
つ
て
此
の
根
本
的
側
面
，

は

、

任
意
'の
一
.
時

點 

に
於V

均
衡
爲
替
相
場
が
如
何
な
る
水
準
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
か
と
云
ふ 

均
衡
爲
替
相
場
の
靜
態
的
決
定
が
說
か
れ
て
ゐ
る
の
セ
あ
る
。

.
此
の
點
と. 

關
聯
し
て
何
故
均
衡
爲
替
相
場
は
交
換
當
事
國
に
於
け
る

.
貨n

§

£0. 

比
率
に
依
つ
て
興
べ
ら
れ
.
る
か
に
關
し
て> 
ヵ
ッ.
セ
ル
は
：一
層
明
確
に
次 

の
如
く
言
つ
て
ゐ
る
。
..ー
明
ら
か
に
ヽ
均
衡
狀
態
に
龙
て
ば
ク
ー
定
額
の 

'貨
幣

ば

何

れ

が

，
の

'通
貨
と
交
換
さ
れ̂

と
し
て•も
、
殆
•ど
同
じ
購
買
力
を 

有
し
.な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
：

,

へ
ばA
國

涵

貨

が

明

ら

か

'に
ょ
り

.
犬
な
る 

.
購
買
力
を
宥
す
る
限
り
、B
i

通
貨
を
A
國
通
貨
に
か
ぺ
て
,入
國
で
財
貨 

.
を
購
入
し
其
等
め
財
貨
を6_

ね
轍
肚
す
る
事
が
乾
利
で
あ
る
龙
ら
ぅ
。 

そ.
れ
故
、
：兩
國
間
の
國
際
質
易
に
於
で
均
衡
办
# .
在
を
|

ず
る
事
が
出 

蒼
^'
い
で-

&̂
5'
'
0」

と.

0
.

ぞ
し
て
ー
更
に
ヵ
ッ̂,
ル
：は
言
ふ0
へ「i  j

國
間 

の
貿
故
に
於
で
均
衡
が
樹
立
さ
れ
で
.
ゐ
る
嗷
合
、
そ
れ
導
の
通
貨
間
の
爲
.

,

%
衡
爲
膂
现
論
办
_
ま
開
.'
'
-

替
相
場
は
兩
國.
の
—*
殷
®

水
^
を
ほ
タ
均
等
な
ら
し
め
、
そ
し
て
そ
れ
. 

故
にT

定
額
の
皆
幣
に
對
し
て
、
若
し
そ
れ
が
何
れ
か
の
通
貨
と
交
換
'さ 

れ
た
場
合
に
於̂

も
殆
ど
同
じS '
貝
力
を
興
べ
る
が
■如
き
水
準
に
存
し
な 

け
れ
ば
が
ら
な
，
.
ぃ..？
そ
れ
故
に
、
均
衡
爲
替
相
へ|
议
芷
當
に
ニ
.國
の
通
貨 

r
間
に
於
け
る_

貿
カ
平
慎
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
。

」

'
と
。

'
こ
の
様
な
カ
ツ'セ
：ル'の
見
解
が
ら
、
力
..ツ
セ
ル
，は
國
際
的
均
衡
を
國
際 

的
な
價
袼
水
準.
の.
均
等
と
し.
て
規
定
し
、
かi
る

國

際,^
均

街

を

保

證

す 

■

る
爲
替
相
場
、
卽
ち
交
換
當
事
國
に
於
け
る
貨
幣
購
賈
，力
の
比
率
に
等
し 

い
爲
替
相
場
を
^
衡
爲
替
相
場
と
し
て
採
り
上
げ
た
の
で
あ
石
と
沄
ふ
事 

を
明
ら
か
に_

解
し
得
る
の.
で
あ
る

。.

:
カ
ツ
セ
.ル
理
論
の
根
本
的
側
面
ぼ
以
上
の
如
く
解
釋
さ
れ
る
の
で
あ
る 

'が
、
此
の
根
本
的
侧
面

M

立
脚
し
.て

其

の

上

に

展

開

さ

れ

た

の

が

、
'
力
ツ 

.
セ
ル
理
論
：の
應
用
的
な
，側
面
で
あ
.
つ
だ
。'
此
办
應
用
的
侧
闻

—

ぐ
れ
は 

前
述
の
引
用
の
が
、
後
の
引
用
に
該
當
ず
る
部
分
で
あ
る
I

は

、
.
.
.
一
均 

撖
點
を
栽%
と
V
-C
:
他
の
時
點
に
於
け
る
均
衡
爲
替
相
場'の
決
定
.を
論
ず 

る
'も
の
で
あ
り
か
极
本'的
侧
爾
が
任
意
のf

時
點
に
關
す
る
絕
對
的
な
も 

のAT

し
f
規
定
^
れ
て
居
だ
の
に
反
し
.て
時
點
を
異
に
す
る
相
對
的
な
も 

Q
ど
し
て
規
定̂

^
居
る
の
^:
'
あ

る

。
.
そ

し

て

此

の

隞

用

的

侧

面

に

於 

.
て
、
*-,ツ .：

セ
：：

.
ル
ば
貨
幣
侧
の
要
因
の
み
が
ら
：一.方
的
に
均
衡
爲
替
相
場
の 

'決
定
^.
断
確k

主
張
し
て
鹿
る)

の..で
：あ
る.
。
：
以

上

に

述

べ

た

處

が

、
-
ガ
ジ 

セ
ル.
が
賢
力
序
價
晚
の
骨
！
#
^
あ
る
と
一
考
へ
ら
れ
る
。

. '-
.

:  

二 

の)

樣
校
力"ッ
、セ
ル
に
依
れ
ば
、
ぃ
爲
替
相
場
の
均
爾
氷
準
は
雨

...  

II.

三
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第

四

膦

：  

-

國
に
於
け
る
貨
幣_

H .
力

(

一：
股
物
價
水®

：
,.
の
比_

で
表
は
さ.
れ

る

購

、
 

質
力.
平
倜
に：

依
つ
^

與
.
へ
ち
れ
る
の
で
あ
冬
が
、
.
'
然
>L
な
が
ら
、
何
れ
か、
. - 

.1
.

國
の
貨
幣
が
過K

l
^
x

は
過
小
評
闺
さ
れ
て
辟
り
、
^

、
る
、理S

が
-;
.. 

ら
し
て
現
實’̂
爲
替
棋
場
が
職
貿
カ
平
價
と
.
|.:
致
せ
ぬ
場
合4

當
然
起
り.

:

得
る
わ
け
で
あ
る
。
：；力
：グ
セ
；ル
ぽ
、
‘規
實
に
か
ぶ
る
場
合
が
生
す
る
に
し 

て
も
'、「

そ
れ
は
單
^
一
 
時
的
な
現
象
疫
過
ぎ
ず
、
：や
が
て
現
實
の
爲
替
相 

場

は

購

買
力

；平

價

と

.1.

致
す
石
に
至
り
、
そ
：の
.
點
^

.

衡
水
準.
が
保
證
さ
れ.
る
と
言
^

の
^

あ
备
。
ー
然
ら
ば
、
此
：の
場
合
に
於 

て
、
現
實
の
爲
替
相
場
と
購
買
次
卒
價
と
：の
離
反
を
是
正
し
、

.
雨
者
を
，一

：

致
：に
導
く
も
；の.
ほ
何
で.
あ
る
：かO

ヵ
ッ.
ヤ
ル
.は
か
^
る
要
因
と
し
て
貿̂

.
の
作
f

指
摘
しV

居

る

。
：
：
然

し

、

'贸
易
狀
態
£0
':
變
動
に
依..
っ
て
瑰
實
の
.'

■
 

爲
替
相
場
と_

賢
カ.
- ¥«
と
が
'|.致せ
，し
め
ら
れ
：る
と
.奪
ふ
場
合、
力

ッ. 

'セ
ル
は
其.
0
過
程.
に
就
て
如
何
な
る
說
明
を
與
へ
て
居
た
だ
ら
；ぅ
か
。

.'
'.
勿
' 

_

、
現
實
に
於
て
は
其
の
過
程
ぼ
次
：の
妞
く
考
へ
:̂.

れ
る.
ベ
ぎ
で
あ
るo.
::

:

卽
ち 
> 

現
實
に
於
て
は
、

一
.
方
に
於
て
現
實
の
•

相
場
が®
^

關
係
の：

ぃ 

•
變
動
に.
伴
ふ
爲
替
手
形
め
需
要
供
跄
關
係
の
變
動
.
に
依.
っ

で

變

化

し

.
て

ゅ 

く——

此
の
過
程
防
於
て
勿
論
貿
易
上
の
交
換
條
件
も
變
化
す
と

；
. 

.
同
時
に
、
他
方
に
於
て
購
買
力
平
價
の
水
準
そ
れ
自
體
が

：

貿
易
關
係
の
變
一 

;
動.
に
伴
ふ
兩
國
の
相
對
價
格
肇
の
變
動
ね
依
つ
そ
變
俗
し
で
ゅ
き
、
.遂

'

に
兩
者
が—
致
す
る
點
に
於
て
為
衡
が
到
達
さ
れ
る
め
：で
：あ

.
る
:0
;
從
つ
：：

■
 

て
、
.現
實
办
爲
替
相
場
と
購
賈
カ
平
價
と
の
兩
者
が
貿
易
關
係
か
變
動
に 

•

伴
つ
て
共
に
變
北
し
ヽ
兩
者
が
双
方
の
側
か
.ら
接
近
し
て
一.
致
す
；る
に
至

パ a

s

四〉

'
る.
の
：
で

あ
^ ,
-0
現
'f t
：：

の

過

程

は

I

摩
こ
の
嫌
に
考
ぃ
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る

.

が
、.”
ヵ
：ッ: ^
;
ル«

理
論
ぼ
か
\'
:
る
^
^
を
說
明
す
る
も
の
で
あ
つ
た
だ
ら 

'

ふ
が
0-
此
處
迄
力
ジ
ゼ
ル
な
理
論
こ
そ
、
.
か
、
冬

過

程

を

說

阱

す

る

も

の

.

で
あ
：0 .
>.

微
づ..
て
ヵ
：
.
ッ.
セ
：ル
：の
：理
論
は
双
方
の
侧
か
ら
め
賺
係
を
論
じ
て 

:

ゐ
る
の
で
あ.
つ̂

'

獲

|
.

爲

替

相

場

な

る

、
が

如

き

ー

，
方

的

因

果

關

係

.

を
論
ず
る
も
の
で•は.
決
し
.蓋

い

■>
と
云
.ふ
觅
解
も
可
成
多
い
の
でi 

;

る
0

奋

が

、
*.

タ
セ
少
理
謫
ヴ
根
本
的
立
場
を
此
の
機
に
#
：へ
る
な
ら 

、ば
、
ヵ
ッ
セ
：ル8|
論
.

の
應
用
的
侧1
—

—

こ
\

で
ヵ
ジ
>

ル
は
晛
確
に
物 

-

價一

>

爲
替
相
場
な
る，
| 

'方
：的
因
果
關
係
を
强
調
し
て
ゐ
る
一
を
如
何 

.

.

に
解
釋
す
可
き
だ
ら
ぅ
か
。
'

：こ
の
.點
が
當
然
陬
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
に
も
拘
ら
ず
、
.

吡
の
餓.
に
就
て
拊
等
の.
考
察
も
試
み
ら
.れ
て
居
な
い 

の
：で
あ.
る
？
：
■

然
る
限
り
に
於
て
、
ヵ
ッ
七
ル
理
論
の
根
灰
的
立
場
に
關
す 

る
：上
述
の
見
解
は
極
め
て
不
充
分
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

. ;..

然
ら
ば
、
：
力
：ッ
セ
一

：

ル
理
論
の
根
本
的
立
場
は
如
何
に
考
：へ
：ら

れ

る

べ

き

.
も 

•

か
。i

の
課
■

に
答
へ
■る
綠
に
は
、
今

麗

と

な

つ

た

點

を
.
一:

層
考
察
し 

て
み
な.
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
卽
ち
..
、
現
實
の.
，
爲

替

相

場

が

貿

易

關

係

の

.
變 

敏
に
伴4

爲
替
手
形
の
需
要
供
給
關
係
の
變
動
.
に
依
つ.
て
.變
化
す
る
と
云 

-

ふ.
事
實
ば
否
定
す
べ
：く:%
'
:
な
く
、
ヵ
ッ(

セ.
ル
也
て
當
然
承
知
し
.て
居
た
窖 

.
で
あ
る
め
に
乂
そ
れ
に
.
も
拘
ら
ず
ヵ
ッ
：ゼ
：ル
：は
：依
紙
と
''
1
>:て
應
掛
的
側
面 

に
見
ら
れ
る
が.
如
き
^

^
I

V

爲
替
相
場
な
るj  .

方
的
な
因
果
關
係
を
强
. 

調
し
た
の.
は
何
故
で
あ
る.
か
>.
..と
去
ふ
問
題
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

'
な
い
。
此
の
點： L

哀
.
て
、
我
々
；の
指
摘
す
べ
き
事
は
、
第
一

.

に
力.
ッ
.
セ
ル
の

理
論
は
爲
替
相
場
の
短
期
的
.
變
動
過
程
を
取
极.-ふ
も
の
で
な
ぐ
、
爲

替

相

.

場.b

均
衡
水
準
の
決
宠
理
論
で
尨
つ-f
e

事
で
ぁ
：グ
、'第
ー'.
^
現
實
め
爲
替
、
. 

相
場
が
貿
易
關
係
の
變
化
に
伴
ふ
.
爲
替
手
職
の
需
要
供
給
關
係
.の
變
化
に
ノ 

依
つ
て
變
化
す
る
に
：ん
て
も>:
が
く
の
如
き
單
な
る
需'要
供
給
關
係
.の
變 

動
は
、
そ
れ
商
蹬,

相
場
：の
均
衡
水
準
を
移
動
ぜ
し
.め
る
ん
め
で
ほ
な 

い
、
と
ヵ

ツ
-f
e

ル
ば
考
ベ
て
ゐ
だ
と.云
ふ
事
で
あ
石0.
:

こ
X
、に
指
摘
せ
名. .
: 

第
-

の_

に
就
て
ば1
述
せ
る
處
か
ら
旣
に
明&

で
あ
名
°1
第
1
|

の
：點
に」 

就
て
ヵ
ッ
セ
ル
相
場
の
決
定
理
論
に
財
貨
價
抵
の
決
定
璉
論
を

- . 

適
用
し
て
爲
齋
相
場.の
均
衡
沐
舞
そ
れ
自
體
は
戢
な
る
需
.
要
供
給
關
係
の/
: 

變
動
か
ら
は
說
明1>
得
ぬ
事
を
次
の
如
ぐ
述
べ
_
て
み
る
--
9
'

1 0
^

、
*

ツ
、

：..  

.:
ル
日
く
、
■:-

■「

犬
戰
の
勃
發
以
來
金
世
與
に
行
.
位
れ
マ
、
あ
..つ
た
爲
替
相
場'

1

，
の
！̂
動
に
關
す
る
議
論
及
び
そ
れ
ら
の
實
際
の
，說
明
は
、
：

1.
.1

個

の

|
|
^
.
せ
一 

■る
通
貨
間

o '
爲
替
相
場
を
眞
に
淡
定
ず
る
も
め
は
何
で
あ
る
が
い
と
云
ふ
，
 

:
:

問
題
に
關
す
を
明
確
さ
の
甚
レ
ぎ
缺
乏
に
依
づ

.P

主.
と
し
て
：特
徵
づ
け
ら 

.

れ
て
ゐ
た
？
人
々
は
需
要
供
給
.
の
變
動
を
指
摘
し
た
が
、
問
題
め
：眞
の
要

.

.
_

_.
點
に
到
達
オ
る
事
は
出
來
な
か
づ̂
。
；：他
故
な
ら
ば
、
人
々
は
此
の
需
要 

:

.

供
給
の
對^
—

寶
却
さ
れ
購
入
さ
れ.る
物
I

ク
ズ
れ
自
體
が
以
前
之
比

.

;

異
つ
た
も
の
：で
あ
る
と
沄
ふ
事
を
贬
し
て
理
解
し
な
か
つ
た
む
：
或

は

又

:  

理
解
し
ょ
ヶ
と
欲
す
る
事
す
ら
じ
な
が̂
た
か
ら
で
あ
る
。
若
し
もV 
.或
.,- 

'.
る
財
貨
の
價
格
が\.
そ
め
財
貨
が
菇
質
が.三
分

の

.
-—
*
に

求

落

し

た

と

玄

ふ

パ 

理
由
で
、
以
前
の
價
路
の
三
分
の
—m

下

落

し

た

先

す

る

な

ら

ば

、
.
.
價

格

.  

'
下
落
の
理{±
1

を
需.
耍
供
齓
の
：變
動
に
求
め
得
な
い0」

と
:,
0
:;;-
/-
'-(：  

，
■_

:

.

,

.

均
銜
爲
乾
规
論
の̂

開
：：'-.
',
.
:
: 

:
:

:

ノ
耍
す
る
に
::
\
.
脉
貴
の
市
場
價
格
や
變
動
は
そ
め
財
貨
に
對
す
る
需
耍
供 

_

微
:|
|

係
の
變
動
に
依
づ
愚
說
明
し
得
る
が
>

そ.
の
品
質
を̂

容

と

_す

る

均
 

,
.

衡̂

^

水
準
そ
：れ
自
體
の
變
化
.

は
需
要
供
給
關
係
の
變
動
に
依
つ
：て
.は
説 

.

明

じ

释

な

办

瘍

合

、
：
游
衡
價
格
水
準
そ
れ
自
膣
の
變
化
は
そ
の
內

* 

容
を
だ
す
凉
質
の
變
化
に
依
つ
ゼ
說
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此

'®

一
：
事
を
爲
替
相
場€
就
て«
ポ
ば
、
現
實
の
爲
替
相
場
.

(

馨
の
市
場
相 

ゾ
場〕

•
の.
變
動
ば
爲
響
手
形
に
對
寸
る
需
要
供
給
卿
係
め
變
動
に
依
つ
.て
說 

_

明
し
得
る
がH

殷
的
購
驚
力
を
内
容
と
：す
る
构

i

爲
替
相
場(

B -
貝
力
平 

:

價
>
/
の
水
取
そ
れ
自
瞪
取
變
化
は
需
要
供
給||':
傲
の
：變

動

に

依

つ

で

は

說 

'
明

し

得

な
.
い
：。
.
此
，
の

場
合

、

.
均
衡
爲
替
相
場
ハ
睛
賈
力
.
乎
價> 
の
水
準
そ 

:、
：

犯
自
it
の
變
化
比
私
の
內
容
を
な
す

1

般
的
購
M
力
の
變
化
に
依
つ
て
說
.

-
 

.-
明

さ

れ

な

け

れ

咏

な

ら

：な

い

：と

.
袞
ふ.
：
事

に

な

る

。

此

，の

»
ぬ

ヵ

：
ッ
セ
：ル 

は
ざ
財
货
價
糌
め
決
萆
理
論
を
爲
替
相
墩
の
決
定
理
諭
に
適
用
す
る
事
に

- 

.
依.
つ
て
規
實
の
傢# :
相
場
が
爲
替
手
形.に
對
す
、
る
需

耍

供
給
關
係
：
の
變
動 

へ.
に

依.
つ
て
變
動1
て
ゅ
ぐ

に1>:.て
%.
、
：か̂'
る

過

程

は

均

衡

爲

替

相

場

の 

...
水
準
そ
れ
自
體
の
變
軌
を
說
明
す
る
も
め
で
は
な
ぐ
、
從
ウ
て
均
衡
爲
替 

■■
'■'相

場
奴
決
定
に
は
關
係
し
な
い
と
考
へ
た

：

の
"で
あ
る
？
そ
れ
故
に
、
此
處 

ノ
か
ら
し
て
彳
ヵ
ッ
セ
.
ル
仗
均
衡
爲
獰
相
場-：:ハ
購
賈
カ
平
價4
の
決
定
を
汐 

■爲
替
手
形
に
對
す
る
需
要
供
給
獨
係
の
變
化
に
依
ら
ず
に
ぃ
當
該
通
貨
の

. 

ー$

ギ
ー'殷
的
臟
買
力
の.
變
化.
の
如
き
貨
幣
側
の■要
因
の
：み
に
依
つ
'て
說 

'.
明
す
石
に
茧
づ
た
の
で
あ
る
斤
前
述
办
過
程
ゝ
卽
ち
’
現
實
の
爲
替
相
場. 

:と
&
^
平
價
本
の
離
反
が
最
正
.
さ
れ
る
過
程|3
1
於
て
も
、.：カ
>
セ
ル
は

ニ
五
'

(1
1

,

四
五)



:_ 
,
',

: '
s
 ̂

第
四
魏..

:
決

％

て

双

方
0
侧_

办
の.
關
係
を
主
張1>
私
§
で

ま

な

い

。

.
卽
ち
：' 現
實：.

:

の
爲
替
相
屬.
七
購
質力

！
-

價
■
が
V
僻
れ
が
の
通
货
の
過
大t
IM
'
乃
茧
過•

' :
水_

價
に
1

ヶ
\
_

し
で
ゐ
る
場
合
ゆ
は
質
易
關1

變
動
し
：相
歟
,

ヾ
 

價
格
水
準
め
變
赃
が
坐
尤
各
む

g

が
0:
力
：ッ
ゼ.
ル.
日

V 
;(

.'ノ

':-',:バ

■:「

然
し
だ
が
ら
、
潙
替
批
場
が
：

<
5
兩
國
の
相
對
肭
購
賈
ガ
の
眞
實
吖
ぎ"
 

湖
で
あ.
る
限
り
、0
國
通
貨
の.
償
格
騰
貴
は<£!
國
ぬ
於
げ
ふ
衝
格
騰
曼
め：.
 

.
理
出
に
は
決
し
て
な
り
得
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

.
荐
し
6 '
:
國

通
»-
:

が 

:

購
買
力
|

^
以
上
の
相
場
を
有
し$
が
\
を
窻
_

&

で
過
大
評
氣
さ
狀 

て
唐
ゥ
さ
へ
す
れ
ば
、B
亂
通
赏
ゆ
價
格
撥
貴
极
ん
國
に
於
け
る
歡
格
を
.■

■• 

騰
貴
さ
ぜ.
る
影
響
を
會
し
得
る
で
あ
ら5 ,
'
:

^
^
ー0
;:.
:

::  V

'::.

.

.
こ
：の
樣
が
相
對
的
餘
糌
水
準
の
輝
動
涞
、
均
衡
爲
律
相
場
、

--
8

賈

ガ

平
' 

價)

の
水
準
そ
れ
苗
體
の
變
動
で
な
け4
ば
な
ら
办
。
，
か<-
て
ヵ..
ッ
セ.
ル: ' 

日
ぐ
、
：

f

こ
の
事
は
、'1:

國
通
貨
の
過
小
評
價
が
、
就#
當
該
國
に
於
け
る
：

.
^
^
_
水
準
が
引
き
上
げ
ら
れ'
購
賈
カ
平
價
が
現
實
の
.
爲
替
相
場
ゆ
方/へ
：_ 

■引
き
寄
せ
ら
れ
る
ふ
方
法
に
依
っ
て
ぞ
れ
自
ら
を
矯
正
す
？)
'

^
を
意
'
 

味
す
る
の
で
：あ
るpj 
• 
V
 

>  ;  j.

の
機
に
力.
ッ
ギ
ル
は
、
現
實£0
'
蘇
替
相
場 

と
購
買
力
平
價
と
の
間
の
離
瓦
が
是JH
:さ
れ
兩
者
が
一
致
ず
る
に
至
る
過 

程
に
於
て'も
、
：購
貿
カ
乎
價
が

】

方
的
に
現
實
：の
.爲
替
相
場
に
引
き
氍
せ 

ら
れ
る
過
程
、

」

換
言
ホ
れ
ば
價
格
水
难

一̂
-

爲

替

相

場

な
?.
•
—-
•
方

的

因

果
.  

.
關
係
を
述V

v

ゐ
る
の
で
あ
卜
、
：か
レ
る
立
場
敦
ヵ
ッ
.
セ
■ル
瓿
說
の
應
用 

的
« .
面
に
於
1
更.
に
明
確
に
、̂'
張
さ.
れ
：て
房
る
わ
げ
で.あ
る
0..
.
.ヵッ

セ.
ル.
1'/ 

■瑰
論
は
双
方
の
侧
か̂-
吖
關
係
を
論
ず
る
も
の
で
ぁ
る
と
す
る
見
解
は
極

.

V 

11

六

(

ニ.
因
六〕

.

.

'
.

.

炎
て
不
充
分̂

見
顧
で
あ
衣
攝
に
思
は
れ
石
。
ハ
か
\;

各
見
解
を
抱
く
論
者. 

:

が
、
そ
ゆ
論
據
と
し
て
腫1

指
摘
す
る**
ッ̂

ル
め
|

日

葉

か

、
''
'
ガ

ッ

ゼ

ル 

;
:

の.T

方

；
的®:

枭
關
係
を
生
張
：

f

夺
立
場
ど
の
歸
聯
に
菸
て
考
察
ざ
れ
る
べ 

:

:'
:

乾

で

あ

：
つ

で

、

此

等

兹

目

葉

に

依

：
つ

^

*:-
'

ッ.
セ
'
ル

が

需
要
供
給
關
係
の.酵
動
ば
伴
ふ
現«-
の
錄
親
相
場
の
：變
動
過
程
を
强
調
じ 

て
ゐ
る
と
考
べ
右
事
找
犯
し
く
な
い
：の

.
で
鮮
¥
'

要

す

る

に

、
，
カ
ッ
：
セ
.
ル 

.
は
爲
，替

相
#
0
決
定
理
論
虼
財
貨
價
格
办
免
定
现
論
を
適
用
す
る
事
に
依 

:つ.
て
、.
爲
替
#

す
る
需
要
供
給
關
係
の

：

變
動
に
依
る
現
實
の
爲
替 

_

ぐ
；\

相
場
の1

{動
遯
程
ば\:
爲
#
柑
場.
の
均
锨
水
準
を
唞
心
と
す
る
爲
替0
市 

r  
'場
相
墩
の
顧
期
的
變
動
過
程
、
爲
替
の
：市
場
相
場
が
均
衡
水
準
ょ
り
一
:
時 

.'.

的
崧.
酿
離
し
て
か
る
過
程̂
過
チ
¥̂.
そ
れ
傲
に
か
、
る
過
程
は
爲
替
相 

，
爆
の
為
衡
水
德§'
決
定
に
敗
無
關
係
で
あ
る
と
考
へ
た
办
.
で
あ
る0
そ
し 

.
'て
か 
>
各
亂
點
が%-
>-.
カ
ッ
；
セ
ル
，
は
爲

#

批
場
の
：均
衡
水
準
の
決
定
忆
於 

パ 

'て
浪

替

字

龄

に

對

：ず

る

需

耍

併
給

關
係

の

.
變
動
に
'依
づ
て
現
實
の
爲
替
相 

v  .
'谓
の
#
動
す
る
過—

)

卽
ち.
爲
截
相
場
一
^
慎
格
水
準
な
る
過
程
を
考
察 

外
に
置
き
、
專
ら
價
格
水
準
一>爲_

場
な
る
過
程
の
み
を
.杈
り
上 

■
げ
、
，

」

.
方
的
因
果
關
係
を
强
調
し
た
の
で
.
あ
る
。.
こ
れ
が
力
.ッ
セ
ル
理
論 

の
榮
的
立
場
で
あ
る。
:;

-:
-'
:

'

*

.

以
上.
に
於
て
^
カ
ッ
セ
ル
®
論
の
根
本
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
の
で 

あ
る
が
、

(
次
に
考
察
ず
べ
き
事
は
、
.
ガ
ッ
セ
ル
理
論
の
'根
抵
に
在
る
考
へ 

方
、
卽
ち
爲
替
相
場
の
：法
定
理
論
に
財
貨
價
格
の
決
定
现
論
を
適
用
す
る

.  

事
が
果
し
て
認
め
ら
れ
る
や
、
否
や
、
と
5*
ふ
事
で
ぁ
る
。
そ
し
て
此
の
.
'

.

.
點
の
考
察
か
ら.
ヵ
ッ
セ
ル
理
論
の.根
本
的
缺
陷
を
導
く
事
が
出
來
る
の
.で 

あ.
る
。
言
ふ
迄
も
な
く
、
金
本
位
制
度
下
に
於
'て
は
、
爲
替
相
場
の
均
衡 

ノ
 

.
水
準
は
法
淀
平
價
に
依
つ
て
固
定
的
に
與
へ
ら
れ
て
居
り
、
..現
實
の
爲
替 

相
場
は
爲
替
手
形
に
對
す
る
需
要
供
給
關
係
の
變
動
、に
依
っ
て
變
動
す
る 

も
、
國
際
的
決
濟.手
段
た
る
金
の
國
際
的
移
動
に
依
り
そ
の
變
動
ぼ
法
 ̂

平
價
釔
中'心
と
す
る
極
め.
て
^

い..
範
圍
枚
に
制
限
さ
れ
で
居'り
、
箱
局
は 

法
定
平
僧
と
一
致
す
る
に
！
^

.̂

要
す
る
に.
、v

金
本
位
制
度
下
に
：於
て
ノ 

■

は
、.
爲
#'
手
形
に
對
ず
る
需
耍
供
猞
關
係
の
變
動
に
依
る
現
實
の
爲
替
相 

.

場
の
變
動
過
程
は
、
固
定
的
に
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
法
定
平
價
：：

(

爲
替
相
場.

.

の
均
衡
水
準5

を
中
心
と
す
る
爲
替
相
場
の
短
期
的
變
動
過
程
、

'
法
定
平
'■
 

價
ょ
り
：
ー
時
的
に
骓
離
す
る
過
程
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い

.
。
然
し
な
が
ら>

.

.

紙
幣
本
位p

度
下
に
於.
て
は
、
金
本
位
制
度
下
に
於
け
：る
法
定
平
價
の
：如

.

.

き
へ「

定
不
變
な
る
爲
替
相
場
の
均
衡
水
權
は
存
在
し

.
な
い
。
爲
替
相
場
の 

^
i
7J
C
^
t '
b
%
®
2
^
#
^
.̂
Y
V
A'
;2
>
M
、
此

：の
'購

買

力

平

價

の 

.
水
消
そ
れ_

體
が
移
動
す
る‘の
で'あ
る
。
こ
の
場
合
、
.新
し
い
購
賢
カ
平 

.

債
の
水
準
を
決
定
す
る
要
因
は
貿
易
關
係
の
變
動
に
依
る
柑
對
的
價
格
氷 

へ

準

の.
變
動
：

(

出
超
國
に
於
て
は
價
格
水
準
の
騰
货
、A-
超
國
に
於
で
は
倒 

.

格
水
取
の
：低
落

〕

の
み
'で
ば
な
い
。
爲
替
字
形̂
對
す
各
需
要
供
給
關
係
；

:

が
變
動
し
現
實
ゲ
爲
替
相
場
の
^

動
し
て
ゆ
く
過
程
も
新
し
い
購
質
カ
平 

.

價

：の
水
準
の
決
定
贮f

u

で
く
'る
。
：
言
ふ
迄
も
な
く
此
の
遇
程
は
賢
易 

ぺ
：‘
上
の
交
換
條
件
の.

1
^

す
る
過
程
で
あ
ヶ
、
：
こ
の
交
換
條
#

の_

動
は
、'...

V ::

新
し
い._
貿
カ
平
價
の
水
準
ゅ
決
链£
於
け
凑
裏
な
冬
耍
因.で.
ぁ
4
が
：.

ら
で
あ
る
.0
故
に
、
紙
幣
本
位
制
度
下
に
於
て
は
、
爲
替
手
形
に
對
す
る 

‘
需
要
供
給
關
係
が
變
動
す
る
過
程
a

、
i
替
の
市
場
相
場
の
變
動
過
程
で 

，
.
あ
る
と
同
‘時
に
新
し
い
均
衡7]
<
準
た
る_

買
カ
平
價
の'水
準
を
，

一
方
か
ら 

決
定
し
て
ゆ
く
過
择'で
あ.
つ
て
>
決
し
て
爲
替
相
場
の
均
衡
水
準
の
決
定
.
. 

.

に
無
關
係'

P

は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
一
か
く
て
、
ヵ
ッ
セ

.
ル
の.
如
く
、

'  
.
爲
替
相
場
の
決
定
理
論
に
財
貨
價
格
の
決
宠
理
論
を
適
用
ず
る
事
、.
換
胄 

す
れ
ば
、
.爲
掌
形
に
對
す
る
需
耍
供
給
關
係
の
變
動
過
程
は
爲
替
の
市 

場
相
場
の
，
一
時
的
短
期
的

.
な
る
變
動
過
程
で
あ
る
に
過
ぎ
ず' 
爲
替
相
場 

の
均
衡
水
準
の 1決
定
に
は
無
關
係
で
あ
る
と
考
へ
る
事
は
、
金
本
位
制
度 

下
に
於
け
る
爲
替
現
象
に
就
て
は

r

應
播
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
紙
幣
本 

位
制
度
下
に
於
て&

め.
ら
れ
な
い
の
セ
あ
る。.

斯
如
<',

ヵ
ッ
：セ
；ル
ば
金
本
位
制
度
下
に
於
て
.饮
ー
應
認
め
ら
れ
る
に
し 

.

て
も
、
紙
幣
本
位
制
度
下
に
於
て
呔
妥
當
仓
ざ
る
前
提
に
立
脚
し
て
い
紙 

パ
幣
本
位
制
度
下
に
於
け
る
均
衡
爲
替
相
場
办
决
定
を
論
じ
だ

の.
で
あ
る
。

.

そ
れ
故
に
，
ヵ
ッ
セ
ル
は
ぬ㈣

爲
替
相
場
の
決
宠
贮
於
で
爲
替
手
形
に
對 

'..
す

か

需

喪

供

給

關

係

ル

變

動

に

伴

0
て

現

實

の

爲

霧

場

の

變

動

す

る

過
- 

程
|

贸
易
上
の'
交
換
條
件0
變
動
す
る
遇
程
|

に
就
で
究
分
な
考
察 

.

.
を
缺
き
、
マ
そ
の
結
果
と
し
.て
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ば
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ー
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>
•

に
ヵ
ッ
セ
ル
の
理
論
は
貨
幣
的
な
要
因
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

. 

,
あ
つ
：て
?>
:
貨
幣
侧
の'.要
因
の'み
が

作

用

し

他

：の
要
因
が
本
變
の
，場
合
に

.
は.

.

■
茈
し
>̂
が
、
貨
幣
的
だ
耍
因
以
外
の
何
等
が(6
-
@
^
的
だ
變
化
が
生
ず
る 

. 

'場
合
忆
仿
成
龙
し
な
い
の
で
あ
る
か
第
-
次

大

戰

後
に

於

け
..る
貨

幣

制
度 

. ''

の
混
亂
期
に
於
て
は
。
各
國
に
於
け
る̂,
シ：

フ-:

レ—

シ
^
シ-
が
最
も
顯
著- 

■■
:
な
現
象
で
あ
つ
把0
で
あ
り
ヽ
：か'乂
る
客
覼
的
な
事
情
か6:
%-
、
ヵ
グ
：：セ 

.

ル
が
貨
幣
的
な
齋
因
を
强
調
す
る
に
至
つ
た

.
の
：は
當
然
で
あ.つ
た
と
考
：へ 

ら
れ
る.
の
で
お
る
。• 

.

:

最
後
に
满
摘
す
べ
ぎ
事
は
へ
：
力f
セ

、
ル

め

購

賈

カ

|-
價

說

は

十

九

_
世

紀
 

.
リ
的
ぼ
坩
贸
易
體
制
を
意
識
し

.
志
啤
^

て
處
開
せ
ら
れ
た
理
論
で
あ
タ
だ
、
■

.

：

と
沄
ふ
事
で.
あ
る
？
ぞ
1>
尤
ヵ_
ッ.
セ
ル
0 :_

買
カ
平
價
說
が;>
自

由

貿

.易
 

■■.
に
理
論
的
菽
礎
龙
與
：へ
：國
際
的
分
業
：の
利
益
を
明
ら

4

に
せ
る
古
^
^
派 

%

比
較
生
產
費
原.
理

ど

同
—*

■
の
、理

露

篇

茫

有

し

て

昆

た
.

”
、
或

.ぼ 

又
、
：
力
ダ
女
ル̂

購

貿

カ

爷

價

說

：
に

於

け

，
る

購

買

カ

^

'(
1

が
金_

制
^
 

下
に
於
け
る
法
锘
带
價
に
該
潜̂o

も
の
と
考
へ： .

ら
れ
る
办
み
なg>.
ず
>

'1

.
般
に
、
：ヵ.：
：
ッ
ゝ
卞
沙
の
：
購

賀

为

并

經

に

は

金

本

稿

度

-£
0.

®

, :_

本

位

制I f)

へ

の

潇

と

し

て

：
寧

.
へ

者

る

議

晚

性

格

がk

確
に 

表
れV

.

ゐ
る
事
も 
>:
か.
乂
る
觀
點
か
ら
明
齋
に
理
解
す
る
事
が
出
來
る
の

.'
上
述
の
如 <
为
ツ
'セ.
ル
の
理
論
は-\
:
多
く
^
批
判
さ
れ
る
べ
き
缺
陷
を 

有
し
ゴ
居
た
と
は
い
：
へ
、
.
國
際
的
均
衡
を
國
際
的
な
潰
格
均
衡
ど
し
て
規
：
 

.
适
す
る
立
場
か
ら
、'
爲
替
相
場
の
均
衡
水
準
は
如
何
な
る
水
维
に
決
定
さ

.

.

.

H
(  

,
cf 
四
A-〕

れ
飞
べ
ぎ
か
^
均
衡
爲
替
相
場
そ
れ
卽
體
の
決
定
に
今
應
の
解
答
ゼ
歟
べ 

て

居
?)
:
.
の

で

あ

る

0:
^

の
點
.に
於
て'\-
:-
カ
ジ
，：セI
办
購
賈
カ
平
價
說
は、

へ
從
來.
の
國
際
收
茺
說
ょ
が
も
翁
か̂
優
拆
龙
理
際
货
ぁ
ク
た
、
へ
と
言
ふ
事 

が
出
來
る
の
で'̂
る
。.
以
上
に
於
て
は
、、
最
近
に
於
け
る
均
衡
爲
替
F-
H

扇 

；

の
理
論.
9
原
型
と
1>
て
^
ガ
：ッ
，セ'.ル
0-.
購
賢
カ
平
價
氣
の
理
論
的
立
|
に 

就
鸢
賺
考
察
を
乳
み
た
次
第
で
本
を

,
g-
l〕

本
稿
ぬ
勢
ぼ
、
：カ
ジ
.
セ.

賢

力
■

說
め
奢
般
に
：就 

•
て-
、.
詳
細
な.
，考

察

を̂
^

と̂
す
る
，の
で.
ゆ
な..
い
：0
...̂-

來
、.
カ
'ッ-: 

セ.
ル
：
の
腿
貝
カ
平
倩
說
に

.
就.
て.
ば
：稀^
の
"
解

釋

が

衍

は

れ

て

思

る
 

.

に
鰹
が
て;-
>
此
處
で
ぱ
、'.*..
ッ
：卞
ル
の
赠
賀
加
平
價
歡
は
本
來
如 

-
..何
^
解
灌
さ
れ
み
可
备
か,
均
衡
爲
替
相
揚0
现
.論
と

し

て

カ

ッ
 

セ
か
の
膦
賀.
カ
苹
價
說
の_;现
論
め
龙
場
に'就
て
1
應
考
察
せ
ん
と.

.

.-_ 
す
る
：£
過
ぎ
な
い0リ：'
':
:.
•;
:
'
;•:
■「

■
,
.
:
,
，

へ

f
f 
2〕

-  
G;.
:'6a;s
sc».
-r
r.M

oney.,  an.d'Foreign  .Exchange  after'

(

^
;3
V
G.
o
l

^
^
i
d.
§ :
'̂

'•
'

$
.4
:〕

~
カ
ッ.
セ.
ル
^
瞵
質
カ
平
價
說0
解
釋.
に
就
で
は
：、
へ
カ
タ
セ
ル 

.

:
:の
膦
貢
カ
平
價-̂
は
物
倒
ル
爲#
相
場
な
る
方
：

g

闪
來
關
係
を 

-

生.
張
す
る
%
没
で.
あ
石
ハ
i ;
解
釋
す.
る
見
解
と
、
.
力.
ッ
セ.
ル
®'
陴. 

■
-
- .
質

カ

带

價

說

，
ば

、
.
.
い

ず

れ

か

め

方

尚

が

ら

の

：

|

方
的
肉
泶
關
係
を 

:
:
:
:
志
張
す
る
■も
の
で
：は
な
ぐ
て
：、
凋
.̂
4
爲

替

相

場

な

..る
關
保
と
爲 

:

ノ
替
相
場4

物
倒
な
る
關
係
と
，

.
の
双
、方
の
關
係
を
主
張
す
る
.
も
の
.で

.
あ

る

、

と

解

鞸

A
る
'見
解

と

が

在

布

す

、

然

し

な

が

ら

、

從

來
 

'

に

於

て.
、
：»

者

の.
見

き

を

採

る

論

者

と

、て

も

、

ヵ

ッ

セ

ル

が

爲

替

.

相
揚
^>

物
倒
な
A
關
係.
を
4

認
め
て
殷
た
'、i

言
ふ
■

? !
?

を
金
然
一*

■
宛
し
な
い
の
が/1,
股
で
あ
4
、
：そ
れ
故
に
、
：
ヵ
ッ
：セ
ル
が
物
憤
- 

•
爲
替
相
場
な>  
1方
的
闳
张
關
係
を
、；土
張
し
た
と
言
ふ
ょ
す
は
む 

し
ろ
か
：!,...る
~-
カ
的
因
來.
關
你
を
强_

し
：た
、
と
言.
ふ
に
と'.ヤ'ま
'

..

る
の
で
^
^

。
夂

、
後

者
.©.
見
解
を
採

る
論
者
と
て
も.
、

力

？s

セ 

'
ル.
が
物
倒—

>
爲
替
相
場
な
る
；關
係
：を
强
調
し
.
て.
^
.̂

、'4 .
'»
ふ
 ̂

し
.

は
^

宛
し
な
い.
の
で.
あ.
P

、
唯
、
:*
>

セ
ル
が
豸
替
相
揚
扣
物
俏 

-
.

な
る
關
係
を
も
說
ぃ'
て
ゐ.
た
、.

と
言
ふ
に
過
ぎ
，な
.
；い
。
.
然
る
限
り 

,

^
於
て
ゥ
上
逾
の
ニ
つ
の
.
見
斛
は
必
ず
丄
も
對
立
：す
る̂>
'

の
.，で
は.'-
- 

な
い
、
と
，'%
考
へ.
ら
私
る
の
で
あ
る.
0 .
だ
が
、
カ
ッ
セ
ル
理
論
の

. 

神
撿
时
に
際
し
、
.
，考
'察
：す
べ
き
亊
は>

ヵ
、ッ
セ
ル.
が
：何
故
物
價-
>

\

爲

稃

相

場
:̂

い

ふ

關

係

を

ょ

衫

强

調

し

た

の

で

あ

'
る
か>

<
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ょ
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、

^
が.
11
1-
そ

の

期

間

に

：於 

、■..

け

る

雨

國

ー

の

物

價

變

動

串

の

比

を

乘

じ

た

も

の

に

等

し

い

と

言

ふ 

■
爲

に.
は.
、'
そ

の

期

間

に

於

で.
爲

替

宇

形

の

需

要

供

給

關

係

，の

變

動
_

 

•■
丨

交

換

條

件
.
の

變

動

I
が

在

布

し

な.
い

事

'を
假

觉

せ

.ね

ば

な

ら
 

■.
:
ぬ

0
.
從.
つ
，て

、

ヵ..
ッ
；セ
\ル
の
：理

論

を

双

方

の

關

係

を

說

く

も

の

と
 

:
; -

す

る

立

場

か

：ら

は

:'
>
ヵ
义
；
セ

ル.
の

理

論

(?
>
'

應

用

的

侧

而

を

そ

の

：ま 

V
 

:
\
ま
容
認

じ

.得

ぬ

事

と

な
^

办

で

あ
る
0

.

(

能

lo
Dp
oa
s
se
l,
. M

o
n

e
y  a

n
d

.

.^0

 re
ig

n

 E
x
ch

a
n

g
e

 a
fte

r

;

 

-

、
.
.
 

.
/

 
•

.

V

 

.

:
.
 
'

,

.
.
1
1

九
、

s 

四
九〕

.



.'
ノ

.:
:
.

1笛
學
會
雜
誌
':筇
西
十$

卷.
：第
四_
 
.

1
9

1
4

.

s '.
 

1
3

7
1

1
8

8
..  

.  

' 

•

(

訧
11
>
 

G
. 

C
a

s
s
e

l, 

i
b

'?p
p

. 

1
6

7
1

1
6

00

f
i
怒
.
ぞ

casse?  ib
M

.:p
r  l6

s
.:

へ

パ

V-
V---

K
骷

Is〕

'/.-
ヵ

ッ

：セ

:̂
の

著

書

^
於

で

買

■
■:

相
場
於
與
衡
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準
と
し
て
の
購
贸
カ
平
價
に
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致
す
ざ
る
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見

解
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所

に
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出

さ

れ
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る
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ヵ
ッ
セ.
；
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が
な
關
保
を
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ず
る
の
.

で.
あ
る.
と
解
釋
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6
-

論
者
は
、
.

ヵ
ッ.

-

セ
ル
の
か
、
义
部
分
.

の
叙
述
を
^]

用
：す
る
今
で
あ'
る
°

然
し
、.
そ
.
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.

れち
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：

齒
所
に
於.
て

も

、
力
ヵ
タ
セ
，
ル
の

*

は
ん
と
す
る
雜
は
、
-1

膦 

.

■
贸
カ
平
«
と
ふ
铁
せ
ざ
る爲
替
相
場
が
成
立
し
て
も
-

、
へ
そ
：
れ

は
§- 

:

,

'

ち
に
龋
賀
カ
带
俏
と
ム
致
せ
ざ
る
を
：得
'

な
い
、
；
爲
替
相
場
は
膦
賀
.

：

' .
カ.
平

侧

：に

■:
*.
つ.
'て
決

^
さ

れ

ざ.
る

を

#
ね

」

と

去

ふ

^
に

過

ぎ

な
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論
、
现
像
に
於
ズ
は
：、
か
、
る
過
：程
は

.

爲
智
手
形
の
需.
婴
.'
:

.

.
，他
給
■
係

め

變

働

過

程

，で
あ
る

'0
だ
が
、
力
：ッ
セ
ル
が
此
等
の
筒
、

:
マ
所̂

於̂

孩
替
手
形
ー
の
需
要
供
耠
關
伊
の
變
動
過
程
の
說
明
に
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'
力

點
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摄

:V
'

K.
ゐ

る.
と

考

，
へ

る
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雄

は

誕

謬

.
で
あ
る
。
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に

、

"力
.ッ 

セ
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>
爲

替

湖

場
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決

'觉
、を

需

要

供

給

關
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か
，ら

說

明
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る
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非

雛
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て
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で

あ

る.
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ゲ
ィ
ザ

ー
は
、

阐

際

收

烫

が

均

衡

せ
.
る
場

合

'に
.、
爲

替

相

場

'

は
；
法

窀

平

倒

に

.
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一,
致

：
す

る

と

去

ふ
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誤
り
で
あ
っ.て

、
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堪

確
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.

は

、

金

輸
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川
入
猶
内
め
何
れ
か
の
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あ
る
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金
本
#

^

度̂

の
辦
態
と
紙
幣
本
位
制
度^.

の̂

態

と

の

.

.
相 

逄
：を

另
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$,

セ
：
'

ル
|̂

充
分
理
解
し
な
；か

(

つ
た
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0

;
そ
1.
:

て_
、
金
.本
位
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虚
下
の
爲
替
機.
構
|

幣
本
位
制
度#

吃
も
、
：そ
の
：ま

、
適
州
せ 

■

'

ん

と

；
し

た

力

：
ツ

セ

.

ル

の

意
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^

^
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^
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出
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れ
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論

は

1

方

的

因

來

關

係

'の
み

を

、
：十
：
張

す

る

现
 

論

：
で̂

つ

た

が

ら6
そ

、
、寧

ら

、
货

播

的
.
耍

闽

の.
み

を

强

調

し

、

,

質

易

土

£
父

换

條

件

の

變

化

を..取
极

ひ

得

な

か_
つ
灰
の
で
あ
る

.
0 

'
一

故.
に

、

力

：ツ.
セ
ル
の
.
现

論

^
双

方

の

關

係

を

中

：
張

す

る

も

の

で

あ
 

る

と

規

宛

し

な

'が
ら
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カ

ツ

セ

.ル

の

理

論

は

贸

易

上

の

交

換

倐

件
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の

變

化

を.
取

扱

权
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か

つ

た

、

1
ホ
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張
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す

る

事

は

.
矛

盾

で

あ

る
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-
か

く

，
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.
如

き

矛
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は
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司

敬

授
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近
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著
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贸

力
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憤
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ツ
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觀

點
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平
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翁
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。
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、.
度
：靈

：の.
水

準

が

如

何

に

齋

化

.
ー

し

ょ

ぅ

.
と-.- 

.....も
ク

ご

國

即

の

ー

爲

替

相

場

ば

常

に

兩
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；
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.
さ

て

、
次

に

最

近

に

於

け

:^
國

際

取

吏

説

の

原

型

と

し

て

ケ

イ

ブ

ズ

の 

瑯
論
を
考
察
す
る.事
が
：必

耍

で

ぢ

る

。

.
ゲ
イ
ン
：
ズ

.
'の
理
論
を
直
接
.採
り
上 

Zげ
る
前
に
：
、

,

^
^
ぜ
：ね
ば
な
ら
ぬ
事
は*̂
第
1.
次

^

#

後

の

浪

亂

期 

:
に
於
て
>.
從
來
め
貨
幣
制
度
上
：の
：國
證
義
的
立
場
粹
對
立
乙
て
、
固
主 

的

な

る

國

民

：注

_

的

立

場

が

新
^
に
擡
頭
.
も

て

來
.
た
：事
で
.
尨
る
。
卽
ち
、
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嘗
て
の
金
本
位
敝
度
は
屢
.
々
言
は
^
^
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<
國

內

的

均

衡

；の
，
機

|

め

上
に

.
立
つ
^
§
均
觀
の
制
度
で
ぁ
づ
た
に"せ
：
ょ
；
、
：少

べ

と

も

十

九

世

紀

，に
於

;
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均

：
衡

：
爲

替

.
现

論_
の

艇

開：
.

: '..

て
ば
當
時
の
經
濟
社
會
的
な
客
觀
的
愦
勢
と
湘
俊
つ

.
て
、
：爲
替
相
場
の
安 

金
を
通
じ
て
國
際
間
に
於
け
る
自
曲
贸
易
を
推
避
レ
、

'以y
世
界
經
濟
の 

,
安
定
と
發
展
と
■に
對
し
犬
い
杷
貢
獻
し
て
來
た
事
は
否
定
し
得
な
い
の
で 

あ
る
。」

然
し
^

が
ら
、
：
第

：

】

次
大
戰
後
に
於
て
ぱ
、
經
濟
社
會
啲
な
客
觀 

的

情

勢

は1

變
し
、
國
際
的
均
衡
と
國
內
的
均
衡
と
の
相
剋
が
明
確
に
意 

識
' §
れ
る
に
至
る
：と
共
に
、
；务
國
の
經
濟
的
利
害
.の
掘
際
的
調
和
に
對
寸 

:
る
現
實
的.
可
能
胜
は
全
ぐ
先
ば
れ
、
.
此
處
に
國
際
的
均
衡
に
.
對
す
る
國
时'
 

的
均
衡
の
優
越
性
が
主
張
也
ら
れ
ヽ
' I
壬
的
な
，る.
國

民

主

義

的

立

場

.が

强
 

ぐ
調3

れ
る
に
至.
つ
た
の
で
あ.
る
0
'

:'
'
:か
:<.-
の.
如
き
國
民
：主
義
的
立
場
の
代
表
考
こ
そ
ヶ
イ
ゾ
ズ
で
あ
；つ
：た
'°
: 

.

.
ヶ
イ
ツ
ズ
の
第l:

i

戰
後
に
於
け
る
貨
幣
問
題
に
關
す
石
見
解
は
、
彼 

の
舊
著r

貨
幣
改
革
論J  
.に
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
.ヶ
イ
シ
ズ
は
戰 

後

の

貨

幣

問

題

に

關

し

て

、

ハ
ー
一

V'
デ
，フ
レ
ー

シ
ョ
シ
永
一
ア
ヴ
ァ
ル
エ
イ 

■■
:
タ
ョ
ゾ
か
、|[
1
ち
、.
貨
幣
價
値
を
戰
前
の
價
値&

歸
せ
し
む
べ
き.
か
、 

‘.或
は
貨
震
値
^
現
在
の
價
値
水
準
に
於
て
.
安
定
せ
し
む
べ
き
か、
0 D  

爲
替
相
場
の
安
定
：：か
國
內
物
價
の
安
定

.
か
、
更
に
，P
5
金
本
位
制
度
に. 

復
歸
才
ベ
ぎ

^
“否
か
、
：と
苯
ふ一  
一

l

の
課
f

提
坩
し
て
之
に
解
答
を
與 

，へ
て^

^
>
イ
ン
ズ
は
第
ー
：
.
課
題
に
對
し
：て
は
デ
ブ
い
！
シ
ョ
ン
政
策 

.
に
依
つ
て
貨
獲
値
を
戰
前
办
.
金
價
値
に
復
歸
せ
し
め
る
事
は
、
：國
內
的 

均

衡

，の
攪

亂
を
惹
起
す

.
る
：か
ら
望
；ま
し
く
な
い
。#
つ.
て
貨IE®

値
を
戰..  

'前
の_

値
ょ
り
引
下
げ
，て
規
丧
§

値
水
準
祀
於
て
安
定
化
す
る
デ
ヴ 

,
/7
ル.
工
イ
シ:

ョ.X

政
策.
の
方
が
菌
ま
し.い.
と
し
て.
ゐ
る
；..第.
ニ.
の..課
題.
に
'

貧

姿

^̂
;
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^
茂
は
3
馨
相
煬
ほ
國
內
價
格
永
準
と
國
外
價
格
水
募
と

.
に
依
存
す
'い 

.

る
も
0:
で.
あ
る
か
'6
>_

柯
及
が
國
為
の
双
方.の
_顧
格
沐
準
が
安
矩
冷
保 

た
な
げ
机.
ぱ.
爲
替
相
場
は
安
定1>
得
な.
¥
9;
從

つ

：，て
國

外

價

格

水

準

が

,
. 

々
の
：統
制
外̂

ぁ
ゐ
と
矛
益
、
我.
々
ば
福
两
價
热
水
準.に
從
ふ
か
、
萬 

#
相.
場
，に
從
ふ
办
、4
の
何
れ
か
を
選
ば
：な
げ
れ
ば
な̂
农
い
。
€
.
國''. 

.
外

篇

水

繁

：不
安
淀
な
ら
ば
、
.
我
々
は
國12價
格
水
準
と
爲
替
相
場
と
.- 

:
の
双
方

の
安
锘
を
縛
蹄
に
：倮
つ
；
事

は

出

來

な

い

-°
然

レ

な

が

ら

、
£:
.
の
場 

:
合

爲

替

相#
の
安
定
は
便
宜
の
間
題
で
あ
る
の
に1£{し
て
、、'國
钓
價
格
水. 

'...
準.
の
安
定
は
、
：あ
の
：不
安
定
が
生
產
及
び
分
配
に
及
ぼ
す
惡
影
響
を
避
け 

■

る
爲
祀
第}，
次

柄

重

要

胜

を

有

す

る

.
の
で
，あ

る

か

ら

、
爲

替

相

場

の

{女
定. 

ょ

り

は

國

內

水
^'
の
安
淀
が^
は
.れ
る
べ
.，

■#
で'あ
：る'と
、し
て
.
ゐ.
る
°

•
VJ
の
鎌
に
、
：：ケ
イ
；ン
ズ
は
第
.1:嶺

ニ
、の
抓'it
の
課
題
に
對
し
て
も
國
內
的
. 

均
衡
を
麗
視̂

る

自

主

的

な

立

場

如

ら

解

答

を

與

べ

て

居

る

，
の
へ
で
.

^'
つ 

.
で
、
此
處
か
ら
し
て̂

イ
シ
ズ
；の
螯11"の
課
題
に
對
す
石
麗
せ
明&
で
：'> 

あ
る
。'卽
ち
、

：；

ケ
イ
シ
ズ
ば
金
本
位
制
度
へ
；の
復■
に

反

對

丄.;
!
:
居
る
の 

.

で
あ
る
。

：

そ

し

、て

令

イ

\

ズ
；は
金
本
位
制
度
に
代
る3
リ

科

學

的
な

制

度
，：
へ 

:
と
じ
て
管
观
通
货
制
度
を
提
鳩
し
.
て
ゐ
る.
の.̂
あ
る
？ 

,

ケ
イ
グ
ズ
の
；か
ふ
る
國
民
生
駕
的
立
場
、

_

ち
、
國.

內
的
均
衡
と
國
際. 

激
均
衡
と
の
相
剋
を
認
識
ル
>
.
國
內
的
均
衡
を
童
視
せ
ん
と
す
る
骶
本
的 

立
場
は
、
：其
後
の
著
作

「

貨
幣
論」

，
に
於
て
ネ
冬
貫
し
ズ
受
繼
が
れ
た
。
へ

’ 

.

先
づ
、:

「

貨
幣
論J

に
於
け
る
ケ
イ
シ.

ズ
の
國
際
的
均
衡
論
を
考
察
し
ょ

- 

ぅ
- o

，
ケ

イ

ン

ズ

：
は

.「

貨

幣論
！

-

に
於
て
國
內
的
均
衡
及
び

.

國

際

的

均

，衡

の

.

ン:

條
件
を
提
ー
亦$
^
掘
热
的
均
衡
：:>
國
略
的
均
衡
土
の
調
整
.と
沄
ふ
根
本
的 

'

魏
題
に_

答
を
與
へ
ん
と;'
1,
た
0
で
淹
つ
た
-0
そ
こ
で
ヶ
ィXV

が
國
內 

::

的
趣
衡
め
：想

件

ル

て

提

l7K
- l
>
た
の
：は
、
甚
本
力1

に_

さ
れ
た
!̂
# 

'■
'.
:.と
段
資
め
均
衡.̂
灰
つ
0̂.
:

他

方

、
：：
ヶ

イ

^
ズ
议
國
際
的
均
衡
を
國
際
收
バ 

:: 
'
.
支
の
均
傭
之
七
て
規
定
し
、
V國
際
的
均
衡
の
條
件.七
し

て
國

際

收
支

，
の
均 

.

.

衡
條
件^
掘
示
^
た
必
で
あ
る
ヲ
然
し
な
が
あ
ヶ
ィ
ゾ
ズ
の
提
示
：.せ
る
嗔 

、
パ
際
败
支
め
均
翁
條
件
は
極
め
で
單
縦
な
本
の
に
過
ぎ
な
ギ
つ
た
。
卽
ち
、

■

.

外
國
殘
高
を
它
ハ
外
國
貸
出
を
] !,

、
；
：金
を0

で
、.

夫
々
，表
現
す̂1

0

»

〕

、

-
 

.

.B
:

丨
L

n

o

で
あ
る0,

.

然
る
に
金
の
移
動
が
存
す
る
限
り
國
際
收
ず
の
^ .

.

:

衡
は
保
證
そ：

水
な
い
。
パ
故
に
、
'國
際
收
茭
の
均
齋
件
は

s

Q

n

o

卽
ち 

.
«

“

1,

な
:?
)_

;

ヽ
、雄
つ
セ
外
國
殘
高
が
外
國
資
出
に
等
し
い
事
で

^

^

ヶ
ィ
ジ
ズ
は
此
の
樣.̂
國
際
收
支
の
均,^

|

 

(

從
奋
て
國
際
的
均
衡

. 

:

條
件y

を
規
定
し
：て
ゐ:̂
の_

で
あ
る
が
、
：此
處
で>

ネ
ン..
ズ
：が
國
際
收
支 

の
；掏
衡
項
目
之.

し
て
；金.

の.

み
を.

.

指
摘
し
.て
居
る
事
は
明^

に
誤
り
で
あ 

「

る
- 0.

へ
金
の.

み
ヤ.

な
:'

<

國
際
的
短
期
資
沐
の
移
動
が
國
際
收
支
§

化
の
耍 

因
と
：

1

て
重
栗
な
役
割
を
演
じ
て
居
る

.

事
は
言
ふ
迄
も
な
い0,

從
つ
て
、

.

.

.
國
際
收
支.
の.
均
衡
項
目
七
し
て.
、
金
の
み
で
な
く
かV
る
短
期
資
本
の
故 

動
も
指
摘^
れ
な
け
水
ば
な
ふ
如
い
。
從
來
、
ヶ
.
ィY

ズ
の
國
際
收
支
の 

均
衡
條
并
に.
就
て
は
、
此
の
鄙
め
み
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
ビ
過
ぎ
ル
い
の 

で
：あ
り
、
こ
の
點
を
指
摘
す
れ
ぱ
、

..
ヶ
ィV

ズ
'の.
國

際

收

茭
の

•均

衡

條

件 

:

は
；|
-1
1
滿
足
し
德
る
も.
の<
療
に
考
べ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
此
の 

■.
機
に
形
式
的
な
觀
點
の
み
か
ら#
察
し
た
丈
で.
は

充

分

で

は

な

ぃ

。
.
.
從
っ

て
、
更
に
突
込
ん
で
ヶ
イ
ン
.
、、ス
の
主
張
そ
考
察
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

,

.
此
處
で
、
先
づ
問
題
と
す
ぺ
き
事
は
、
國
際
收
支
の
均
衡
過
程
に
就
て

.
9 

ヶ.
イ
ゾ
ズ
の
見
解.
で
あ
る.
0
卽

ち

、

ヶ
，
イ

ン

ズ

は

次

の

如

く

主

張

し

て

ゐ

.

る

.0「

私

自

身

の'見
解

は•、
，
一
定
の
、
時

期

に

於

て

、

一
國
の
經
濟
構
造
.は 

,
他
國
の
經
濟
構
造
と£0.
關
係.
に
於
て
、
轍
出
に
關
し
て
一
定
の
自
然
的
な 

.
冰
準
釔
有
し
：で
：居
り
、
.
如
何
に
愼
重
か
對
策
に
依
る
も
、
任
寫
に
此
の
水
ご 

.

準
を
物
質
的k

禰
化
せ
し.
め
る
事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
、
と
云
ふ
事
で
'

.

あ
-̂

0
歷
史
时
に
は
、
他
の
過
程
を
經
る
ょ
り
も
む
し
ろ

.
外
國
投
資
.の
量 

.
が
贸
易
殘
高
に
適
應
す
る-—

—
少
く
と
.も
あ
る
程
度
ま
で
一
一
傾
向
が
あ
.

:
.

つ.
た
'々
と.
私
は
思
ふ0
前
1
は)

敏
感
な
る
要
因
で
あ
り
、
.
後
者
は
敏
感
な... 

:

.-
ら
ざ
る
耍
因
で
あ
る
か
ら̂

と

。

耍

す

る

；に

''
>
ヶ
イ
ン
：ズ..
は
商
品
の
歡
，

.
:

•
.
 ■:

出

入

は
- #
國
の
經
濟
棒
造
と
關
聯
す
る
比
較
的
固
.
定
的.
な
る
要
因
で.
あ
る
“
ム 

パ
. 

'  

に
及
し
て
、
；資
本
移
動
は
金
利
の
變
化
に
酣
時
に
適
應
す
る
敏
感
な
る
要 

:
:

,

因
で
あ
る
が
故
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
.
へ
ば
、
商
品
の
移
動
に
資
本
移
動
が
.
.
 

.

.

.
追
隨
し
適
靡
す
る
、
從
つ
て
.
外
國
殘
高
に
外
國
貸
出
；が
適
應
す
石
と
考
へ

.
'

'

い

-

る
の
で
：あ
る。

.

か
乂
る
主
張
は
ド
イ
ッ
賠
償
傘
支
拂
を
め
ぐ
る
ト
ラ

>

ス
.ふ 

:

ー
論
爭
奴
^
、」

«

し
て
支
持
史
る
グ
イ> /

ズ
の
拫
本
的
見
解
で
あ 

,
. 

る
？
然
し
な
が
ら
、

.

ヶ
イ
ン
：ズ
の
此
の
鬼
解
は
賛
本
移
動

. 

一» •

に
f

:そ

.

.
■■
の.
ま
ふ
認
め
ら
れ
名
で
あ
ら
ぅ
か:0
ヶ
：ネ
ン
ズ
の̂

解
は
、.：'國
際
收.
支
の
';
:

、'
均
衡
化
の
作
用
を
有
ず?>-
短

期

賛

本

の

移

動

や

金

の

移

動

に

就

.て
せ
い
ぜ 

:■
.:
'
い
認
办
ら&

に
適
ぎ
な
い
タ
^
\
;
る
短
期
資
本
や
金
の
移
動
に
關
す
る

:

.

，

限
り.
、
そ
れ
ら
は_

品
.の
移
動
に
追
隨
し
適
媵
す
る
も
の

.

で
あ
り
、
.

叉.
金

'-- 

.

■
均
嫩̂

膂
规
論
の
：候

開,:
'.
 

.

.
 
丫

.
で 

:ノ 

：

--

利
の
變
化
に
卽
時
に
適
膘
す
る
敏
感
な
要
因
で
も
あ
る
。
然
し
？
ヶ
イ
ソ 

.

'ズ
の
右.
の
見
解
は
長
期
資
本
の
.
移
動
に
就
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
典
型
的 

パ
な
タ
イ
プ
の
長
期
資
本
の
移
動
は
.
一
時
的
短
期
的
な
る
金
融
市
場
の
利
子
ン 

.

.，
率

の

變

化

と

直

第

に

關

聯

し

..て
惹
起
さ
れ
る
も.
の
で.
は
な
い
、
七' 1,
應
言 

.

ひ
#
る
の
：で
あ
り 
' そ
れ

故

に

短

期

資

本

の

移

動

の

如

く

敏

德

な

要

因

.で 

-
も

な

い

。

又

長

期

資

本

の

移

動

；̂
、

一
 
般

に

貨

幣

的

ト

ラ

シ

.
ス
フ
ァ
ー
が 

.

費

質

的

ト
ラ

シ

ス
フ

.

.ァ.
1
を
惹

起

す

る

.
事
に.
依
つ
ー
て
完
結
さ
れ
る
の

.
で
あ..
■

 

つ
て
、
こ.
の
場
合
長
期
資
本
の'移
動
は
商
品
の
移
動
に
追
隨
し
適
應
す
る
. 

,

の
で
は
な
ぐ.
て
，ヽ
：逆
に
商
品
の
移
動
を
惹
起
す
獨
立
的
な
要
因
と
し
'て
考 

.

，へ^
れ
な.
け
れ
ば
な^:
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
>

イ
ン
ズ
の
右
0
見
解 

.:

は
長
期
資
本
の
移
動
に
就
て
.
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
省
る
。
か
く
て
、
' ヶ 

.

イ
シ
ズ
が
右0
見
解
を
主
張
ず
石
限.り
に
於
て
\
挺
つ
て
ヶ
イ
ソ
ズ
が
外 

. 

.

.國
貸
出
は
外
國
遞
高
に
追
隨
し
適
應
す
る
に
過
ぎ
ぬ
と
主
張
す
る
限
り
に

'
 

於
て
、
ヶ
イ
ン
ズ
奴
外
國
貸
出
に
依
つ
て
均
衡
化
短
期
資
本
の
移
動
を
取 

.

.'m
つ
た
に
過
ぎ
ず
、
：長
期
資
本
の
移
動
，

&
考
察
外
に
置
か
れ.て
1
ま
つ
た 

''

と

言

は

か

ば

な

ふ

な

い

。
：一
事
實

'̂
ヶ
イ
ゾ
ズ
ぼ
外
画
貸
出
に
依'つ
：て
短
期, 

資
本
の
移
動
の
如
き
も
の
の
み
を
势
へ
て
唐
た
か
ら
こ
そ
ぃ
國
際
收
支
の

.  

調
整
過
程
迄
於
て
も
、#
國
貸
出
の
銀
行
利
子.率
の
變
化
に
對
す
.る
强
度 

の
敏
感
胜
を
强
調
し̂
外

國

貸

出

に

對

す

る

調

整

手

段

上

七

：て
：中

^
;
銀

行 

':

の
銀
行
利
子
政
策
に
絕
對
的
影
要
性
を
興
へ
'る
事
と
な..つ
た.
の
で
あ
ざ;9 

..
以
上
⑩
べ
た㈣
く
し
て
、
.̂
し
.
_
際

收

荚

の

均

衡

化

の

作

用

を

營

む

短

期

.

資
本.
の
移
動
を
も
金
と
共
：に
國
際
收
茭
の
.
角
衡
項
-0
^
し.
て.
取
扱.
4
と
ず

.■
:
'

■: 

.
こ.
-
.
.
.'

• 

: 

■
...

:

■:.
..
: 
- 

:  

•
.

,

:.
1

S
L

 

b
s-
s



■',

1
1
:]3

學
食
雜
誌'-
'>_

四
十
芄
卷
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笫

四

號
.
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-

'
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'へ;:.
---.
;.'-V

.-.-.'..
れ
ば
へ
ケ
イ1 /-

尤
吖
亂
際
收
茭
の
埒
衡
條
作
に
於
て
は
、
外
_
資
出
從
っ 

て̂

際
收
支
ち
於
げ
る
資
本
軌
定
が

'
存
在
根
據
を
失
つ
て
し
ま
ふ
‘の

で

あ
. 

る
。
ケ
イ
ゾ
：ズ
が
國
際
收
茭
の
均
衡
項

R

と
し
て
金
の
み
を
採
り
上
げ
て 

.

.

み
る
飾_

を
此
账
霞
出
す
鴕
が
挝
來^

廣.

で
ぁ
る'0)

單
：に
形
武
的
な
觀

(
： 

«

炎
浥

4
:

ゲ̂

シ
次.

は
國

|

^

涑
め
均
衡
籠
耙
於
ズ
均
灌
短
期
資
本

.

. 

'̂
;

0 /

を
览
落
し
た
，、
名K
ふ
が
如
き
表
面
的
な
る
兒
解
は;>
>
イ
ン
ズ
理 

論
の
解
明
に
何
等
無
益
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
誤
謬
で
す

‘
ら
あ
る;0
ケ
イ 

一、
麵
ズ_

國_

間
に
於
で
、：

量
的
一
に
著
七•'

<

增
加
し
つ
、
あ
つ 

移

動

に

腺

を

，覆

.
"
つ

た̂

け

で

は

決
1

て
ー
な

x

、.

ケ

イ

：
ゾ

ズ

自

身

ハ；！

■

際

資 

本
移
動
に
就V

.

明
確
な
理
解
を
有
し

.

な
が..
つ.

.

た.

と
言
ふ
可
ぎ
：で
あ
る
。， 

國
際
收
支
の
均
衡
條
件
に
就
ザ
の
ケ
：不
ツ
ズ
の
觅
解
を
以
上
の
如
く
解

. 

ン
釋
す
る
時
、':
';ケ
イ
ゾ
ズ
：の
：見
挪
は
、

.

そ
れ
以
前
.の
國
際
經
濟
論
者
の
見
解,' 

V

ょ
り
も
鶴
し
く
不
充
分
な
も
め
で
あ

.

つ
た
、.

と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
ケ

'

イ
'/
:

ズ

は

此

の

樣

迄

極

衿

て

：
不

^

分
な
.る
國
際
收
茭
の
埒
衡
條
件
を
提
示
い 

.

し
た.

と
は
い'

へ
、

：
ゲ

イ

シ

：
ズ

に

於

.

て
は
ヽ̂

|

^

支
の
均
衡
條
件
へ

(
國
際. 

的
均
衡
條
件〕

'̂

貯
蓄
と
投
資£ 0

均
衡
ど
丄
て
敗
定
さ
れ
た
國
內
的
均
衡
へ 

條

件

と

が

切

離

ざ

备

に,'
\

同
時
に
取
上
げ
ら.

れ
、
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る'

の
. 

P

M

,

從
來
の
紙
論
伫
於
て
：は
、

.

國
際
收
支
の
掏
衡
條
件
が
：唯
そ
れ
实 

.

取
獨
に
取
り
上
仔
ら
れ
：論
ぜ
|0.

れ
た
0 :.

;
に
：反
し.

て
、

ケ
イ
>
ズ
に
於
て 

は
、.

國
際
收
支
の
，均
衡
が
國
內
的
均
衡
と
の
關
聯
に
於
、て

'

取
り

±

げ
ら
れ.

.

考
察
さ
れ
て.
ゐ
る
の
で
，あ'つ
：で
：
、
此

の

點

に

、

'ケ
イ
ン
ズ
、理
論
の
.
特
徴
を 

凫

出

す

事

が

出

來

る

の

.
で

 
i

。':

, :
•
'.

■.
■
 
::.

•
•:
/

.
'
-
'
'>:
;

:

:

一
 

だ

'..
:
三.
四

：
0.
:ー̂
 
..

以
上
に
於
て
論
じ
た
處
が
ケ
ィ
ン
ズ
の
國
際
均
衡
論
の
槪
^
で
あ
る
。 

次
.に
ケ
ィ->
<
ズ

の

■

相
場
に
就
て
の
ぃ
員
解
を
豸
_

し

ょ

ぅ

。

ケ
ィ

V-
ズ 

:::
&像
齋
柑
場
ぞ
板
自
體
：

理
論
的
な
究
明
を
試
み
て
は
居
な
い
の
で 

あ
る
が
ハ
此
處
、に•考
察
す
ベ.
ぎ
窜
は
、
從
來
の
金
本
位
制
度
下
に
於
け
る 

が

如

き

固

定

，的
爲

替

相
場

に

.
代.
っ
て
、
ケ
ィ
：ン
ゲ
に
依
っ
て
可
變
的
爲
替 

相
^
が
採
用
さ
れ
た
事
で
あ
る
。̂
イ
タ
ズ
は
次
の
如
く
言
ふ
。
•「

外
國 

:.
;
:-
'«
高
贫
ど^

資̂
出
'£
里>

の̂
間
の
不
均
等
が
、
金
を
移
動
せ
し
め
る 

,

:事
；に
依
っ'て
矯
IE
さ
如
得
^
V
と
ぃ
き
忙.は
'
:
'
.
外

國

爲

--
#
に
對
す
る
壓
迫 

ー：；は
/\,
明
ら
か
に
自
國
太
世
界
一
の
爾
靡
め
國
と
、の
間
の
相
場
を
、
此
の
不
為 

マ
衡
を
消
臾
せ̂

め
る.
に.
必
要
丸
度
合
ま
で
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
で
あ
ら
ぅ 

-■
;
t
.i
變
化
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.
要
す
る.
に
、
外
部
■
均
衡
々
愿
す
る
た 

:
が
の
有
效
な
る
機
關
は
、;.
:;...典
國
爲
畫
塲
の
變
化
で
あ
る0」

と
。.

.
'
此
の
樣
に
ケ.
ィ
ン
‘ズ.
に
於.
て
は
、
爲
替
相
場
は
國
際
收
支
を
均
衡
せ
し
め

'

-

る
爲
に
適
宜'私
調
整
さ
れ
：る
：べ
：含

政

策

的

串

段

と

1
て
.採
り
上
げ
ら
れ
て 

■
居
る.
の
で
あ
る
，。
爲
替
相
場
を
此
の
漦
な
政
策
的
手
段
と
し
て
考
へ
る
限 

,•

り
す
爲
替
相
場
そ
如_

it
の
へ
決
定
に
關
ず
る
酿
論
的
考
察
；の
如
き
は
背
後 

ゾ'
.:
に
i

ら
れ
、
：*
1
相
場
'に
齓
て.
ば
箄
に
そ^
作
用.
の
.み
が
論
ぜ
ら
れ
る 

.._
事..
な̂
る
の.
で
あ
る
.0
か

.\
:?
>
觀
點
か.
ら
し.
て
、.
最
近..に
於
て
.
國
際
收

支 

:
を
均
衡
せ.
し
め'る.
手
段
と
し
て
：爲
替
相
場
切
下
の
效
果̂1
ず
る.
爲
替
安.

.

:1 '
|
が
展
開
さ
れ
て‘ゐ
名.
の
、で
痛¥
'

此
の
點
は
さ
'て
措
ぃ
て
此
處
に
指 

.
:摘
：す

べ

き

事

は

；か

、
る

-«
1
變
的
爲
潜
相
場
は
タ
ィ
ゾ
ズ
.
の
國
內
的
均
衡
を.
、
 

，
重
視
ず
る
自
主
的
な
國
攻
王
義
的
立
場
か
ら
の
必
然
的
要
請
‘で
ぁ
っ
た
と

沄
ふ
事
で
あ
る
。
卽
ち
、
従
來
の
國
際
主
義
的
立
場
が
ら
は
、
國
際
的
均 

.

衡
丨
ル
爲
替
相
場
の.安
定——

>

國
際
的
貨
幣
制
度
ハ
金
本
位
制
度

〕

な

る.

:■.
ブ
聯
の
關
係
が
主
：張
さ
ゎ
る
、
の

-1
?
あ
る
が
、
之..に
反
し
て
國
民
主
義
的
立-.. 

'場
か
ら
は
、
國
內
的
均
衡1

爲

替

相

場

の

：
調

整

’(

可
變
的
爲
替
相
場

)

• -7
^

獨

立

的

貨

篇

度.(

管.
理
通
貨
制
度> 
.

な
る
一
聯
の
：關
係
が
主
張
さ 

.

.

れ
る
の
で
あ
る
:0

從
來
の
^
^
:̂
制
度
下
に
於
て
.は
國
際
的
均
衡の
確

保

：

.

..が
第
，
ー
：
目

標

で

あ

り

、
此

の

爲

に

ゆ

當

然

爲

替

相

場

の

安

定

が

：必

要

で

あ

'

_ 
■
り
：
、
闺

定

的

修

相

場

が

：要

請
さ

'九
な
け
れ.
ば
な
ら
な
が
つ.
た
：。
一
謂
は
せ 

,

金
本
位
制
度
は
固
定
的
爲
替
相
場
を
通
じ
；て

.
國
際
的
均
衡.
を
確
保
し
、
，'國 

..內
的
均
衡
を
之
に
從
屬
せL .
め
る
制
度
で
あ
つ
た
。ぼ
る
に
■
畠
主
義
的 

立
場
に
立
っ.
て
、
國
內
的
均
衡
，の
優
越
牲
を
强
調
し
、
國
內
的
均
衡
の

.
確
，

.

.
傲

を

第

一

自

標

と

す

る

.
な
ら
ば
、.

國
2:
的
：掏

衡

を

確

海

'̂
:つ
乂
、

同

時

：に

:

 

國

際

的

均

衡

，の

達

戚

が

目

檫

と
さ

れ
る

が

：故

允

、
.伸

縮

性

各

る

可

變

的

爲

.

'替
相
場
が
要
請
さ
和
な
け
れ
ば
な
ら
な：so 
.と
の
點
に
就.
て
ヶ
ィ
ン
ズ
.は 

次
の
如
く
言
つて
ゐ

る

々

卽
ち
、
ン

「

中
^ :
銀
行
が
自
'ま
に
外
國
爲
替
相
場 

.
と
そ
の
市
場
利
率
の̂

を̂
變
じ
；•
各
べ..の
：適
當
な
石
服
藥
量
を
疋
當
な 

瞬
間
に.
服
用
す
成
な
ら
ば
、
，
一
般
的
失
業
の
蔓
延
に
因
る
富
及
び
產
出
物

...
 

の
損
朱
：の.危
險
i

し
く
減
ず
名o
何
故
な
ら
核
マ(

扇

臀

扣

場

め

調

.整 

k
依
る)

：外

國

：贸
為
品

.
の
價
格..の
直
接
：の

.
變_
化.
牌
、'.外
部
的
均
衢.
が
娣
て
： 

:與
て
維
持
さ
，̂
<
囘
復
さ
れ
る
因
^
|
連
鎖
に
於
计
る
第
 
一
，»
と
し
虼
、
‘

:

大
に
夾
業.
に
.代
り
得
る
：か
ら
，で
あ
る0」

と
0.
...

要
す
る
に.
ヶ
ィ
V.

ズ.
が
從.
：. 

•
來
の
固
浥
的
爲
替
相
場
を
否
定
し
：：、
伸
縮
的
な
る
可
變
的
爲
替
湘
塌
を
主

.

. 

'

均
衡i

理
論
の
：展
開
：

.

■

:
::

'

張
：し
た.
の
は
、
.彼
の
國
內
的
均
衡
を
童
蹄
す
る
自
主
的
な
國
民
主
義
的
立

- 

'

場か：らの：必
然
的
讓
の
で
あ
る
。：：：

,

以
上
：の.

如
く
：ヶ
イ
ツ
^
は
彼
の
國
民
生
義
的
立
塲
か
ら
可
變
的
爲
替
相 

:
.
:場
没
猫
唱
す
る.

ぬ
至
；っ
衣
必
で
％
る
が
、

.

.

第
1

次
大
戰
後
に
於
け
る
斯
る 

.

爲
替
政
策
の.

.

一
般
的
普
及.

咏
,>

當
然
國
際
的.

觀
點
か
ら
し
て
、
多
く
の
弊 

ぐ

害

を

惹
§

ざ
る
を.

得
な
か
っ
た
。.

周
知
の
如
く
、

ー^

三

〇

年

代

_に

於 

け
る
谷
國
の
近
憐
窮
泛
化
政
策

'c
b

e
g

.(J
q

a
r-

m
y

-
n

R>ig
h

b
o

r

 

p
o

lic
y

)

 

■

.

の
採
用
は
、
國
際
經
濟
を
全
く
混
亂
.
に
導
い
方
の
で
あ
る
。
か
く
ズ
ヶ
イ
，
 

•

ン
ズ
■は
、4

▲
は
可
變
的
爲
替
相
場
を
主
張
し
た
め
で
冬
る
が
、
.其

袭
 

.

:

第

に

、
，
伸

縮

的

な

爲

替

相

場

の

短

期

的

調

整

妃

代

っ

、て
_

':
#

砠

塲

の

長

期 

•
:的
調
整
を
主
張
す
る
と
洪
に
、

_

際
的
通
貨
協
カ
の
必.要
を

鼢

唱

す

る

.に 

.
至
っ
た
の.
で
あ
る0
ヶ
イ
シ
ズ
め
か
义
る
提
娼
は
國
際
的
通
.貨
協
定
案
と 

;

し
て
現
れ
、
そ
れ
は
更
.
に
其
後
に
於
て
、
ブ
レ
ト
ン• '
ウ
ッ
ズ
協
定
に
於 

.
;け
る
ヶ
イ
シ
ズ-0
提
案
に
具
體
北
さ
：れ
る
：に
至
づ
た
、

0:
で
あ
る
：0
こ.
のM

 

.

に
關
す
る
考
察
は
、
货
激
金
融
論
の
研
究
に
於
て
頗
る
興
味
•が
あ
る
の
で 

.
あ
る
が
：、
此
處
で

.
甘
取
扱
ふ
瀚
裕
が
な
い。
-.., 

•

. .

.

最
後
に
角
衡
爲
替
相
場
に
：關
す
る
.
ヶ
.イ
ン
ズ
の
見
解
を
採
り
上
げ
る
必 

:
-

要
が
あ
る.
。.
：ヶ
イ
ン-
ズ
：
は

均

衡
爲

眷

相

場

を

定

義

し

.
て

次

の

如

く

言

ふ

。

.

「

我
々
は
：、
：
一
方
に
於
て
、
，'自
國
及
び
外
國
に
於
け
る
現
存
す
る
自
然
的 

:

'資
源
、.
|馨

、
技
術
:.
'>

生
產
費
'、#

に
貨
金
>
、
.

：

な
ら
び
に
正
常
的
雇
傭 

.

0

务
レ.
て
觅
た
、
常
時
、
國
家
政
策
上
の

特
徵
と

な

っ‘て
ゐ
る
關
税 

.

.

 

等
に
其T
0':
v
'
て
一
：國.
の
所
得
勘
定
，に
於
け
る
收
支
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

,
:-
'

'  

ゝ
 

'  

:

.

■

.二一.
一
五 

'C
一‘五
五〕



..-

三
灼
學
濟
雜—

四
十
芄
卷.
：第

®
:號
；，

く

.

/

ら
な
い
。
そ
し
て
他
方
に
於
て
、
今
後
數
年
間
を
平
均
し
て
、
そ
の
國
の

黯
外
的
長
期
贷
借(

或
は
又
、
雜
此
の
返
濟
又
は
囘
收

〕

に
つ
い
て
の
可.

‘

能
と
思
は
れ
る
準
備
と
能
力
：ど
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.
い
^

バ

.
に
も
不
當
な
る
藤
迫
を
興
べ
ず
、

■又
：； (

取
|̂

の
寒
領
：ネ
し
て0;
金
、の
大®:-

:

移
動
を
惹
起
す
る
伫
と
な
し¥

設
定
し
得
る
ー
へ
組
：の
爲
替
相
場
七
そ
我
々

.
'

.

の
均
衡̂

:

を
滿
厄
せ
し
め
る
で
あ
ら
ぅ

0」

と
0

か

く

の

如

^

^

^

ン
ノ

ズ
に
於
て
は
支
の
均
齪
を
保
證
す
る
爲
替
相
場
が
均
衡
爲
替
相

;-
■

「

：

場
で
あ
る
と
定
義
各
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
9.
ヶ
ィ
ン
ズ
：の'か
ム
る.
國
際
收
：.

:

:

吏
的
見
解
は.
、：
.

彼
の
國
際
的
均
衡
を
國
際
收
支
の
均
衡
4

し

て

規

定

す

る.

根
本
的
立
場.
か
ら
：：の
必
然
的
騎
結
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
如
-<
\

ヵ
ッ
セ
ル
鏡
際
的
均
衡
を
國
際
的
價
格
水
準
の
均
等
七
規
宠
し
ゥ
此
處

：'

か
ら
貨
幣
的
な
廢
因
：の
み
：を
強
調
す
る
不
充
分
な
說
明
で
尨
.つ
た
と
は
い

へ
、
爲
替
相
場
の
均
衡
水
準
そ
れ
自
賸
が
如
何
な
る
水
準
に
決
定
さ
れ
る

.
-.

可.
き
か
、
.
4
沄
：
ふ
：點

に

對

し

.
一
靡
の
解
答
を
與
へ
で
ゐ
る̂
で
あ
る
。
；
然

し
ヶ
ィ
ゾ
ズ
の
如
く
_

際
收
支
的
立
場
が
ら
は
、
國
際
收
支
を
均
衡
'せ
し

め
る.
爲
替
相
場
が
掏
衡
爲
替
相
場
で
あ
名
と
主
張
さ
れ
る
の
み
で
：あ
ら

'..

て
、.

爲
替
相
場.

の
均
衡
水_

そ
れ
启
體
が
如
何
な
る
水
準
に
決
定
さ
れ
年

.

"

.

.
べ
き
が
、
と
沄
ふ
點
に
對
し
てa
何
等
の
解
答t

興
へ
な
い
の.
で

あ

；

る
。1.

は
決
宏
理
論
で
あ
り
、
他
の
：

i

は
決
定
理
論
を
缺
く
の
.
で
、あ
る
。
■:

此
處
に
、'爲
替
S -
I
と
し
て.
ニ
つ
'の
理
論
の
理
論
的
立
場
の
相
違
が
存
す

.，

る
の
で
あ
石°
. 

. 

. 
:

,

(

難
1

〕

J
V
J
,
 

K.

e

y

as
c£
>
v 

A

 

.T
r
a
c
t

 
• 

o
n

 

M
o
n
e
t
a
r
y
, R

e
f
o
r
m
.

j

ニ

六

(

ニ
五
六
ソ

,
C

h
a
p

te
r  JEV

*
！

C

評
2
>
ケ
ィV
ズ
は.「

外
^
殘

高」

及

び「

外

闽

贷•/
!
!

」

を
次
の
機 

w. 

定
義
し
：
で
ゐ
へ
る
。

..
'-!"电

國
產.
E4-
ょ
兄.
は
外
國
糜
に
せ
ょ
、
自 

:
國
所
'#
に.
か
V:
る.
敗
貨
及
び
勞
務
：
.
の
：座
出
物 >  (

金

装

の)

K

し
' 

.
:.:'
.:
て
、
外_

人
の
猶
;«
と'處
分..
に
：伤
ざ.
れ
:̂

ゐ
：る
も
の0 

•
.

に
相
應.
す.
る
外
國
所.
有
に
か
る
產
出
物I-
し
X
.■
>
我
 々
'の
使
用 

(

'

と
處
分
に
任さ
れ

て

の

，、
憤
値
を
超
過
す
る
場
合K
、
そ 

:
:
れ
ょ.
り
結
果
:̂.
る
所
#
勘
>1
£
に
於
け
る
賢
易
殘
高
を
我
'々
は
そ
の 

:■
:.

'國
の

外

國

殘
高

と

：
呼
：ぶ
で
：
あ
ら
ぅ
。

.-
'
そ

れ

は

匆

論

茁

の

場

合

も

負 

.

の
勘
合
も
あ
る
 
o
:.
-.
v-
.

-

' 

• 
•

,

:
:
:他
方
に
於
て
外
國
貸
出
に
ょ
.
つ'て
我>
は
、
恐
ら
く
費
本
®
究 

:
に.
於.
け
2»
取
引
の
不
利
な
残
高
と
稱
さ
れ
得
る
も
の
、
卽
ち
自
國
'
 

-
■
R
が
外
園
に
：

4

る
投
资
物
件'の
純_,
贸

に

ょ

づ

て

^

亂
人
の
處
分 

:

.

:

に
#
ね
た
自
國
貨
幣
の
高の
、

自
國
に
あ
る
我
々
の
，段
资
物
件
の
，
 

,
鱗
買
に
外
：國
人
に
ょ
.
つ
：て
费
消
さ
れ.た
之
に
相
應
ナ
る
高
を
、
超
. 

過
ず
る
都
分
を
意
味
す
る
こ
と
，に
し'た
',いo」 .
.
.G.
'f
e,
. .K
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 M
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1
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頭
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課
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ヶ
ィ
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貨
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第
ニ
分
册
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十
四
丨
十.
五
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■
奐

す

る：£
.
、
.

—|
'
外

^
殘

高

」

，
と

は

國

際

收

支

に

於

け

る

所

得

勘
 

.

:

定

殘

高

で

あ

り

、

「

外

國

貸

出

」

'と
^
、
國

際

收

^

に
於
け
る
資

..
■ \

本

蹵

残

焉

あ

る

。'
' :
,
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,
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 tre
a

tis
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o
n
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V
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耳
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页
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闕
際
收
灾
ひ
均
衡
领
洱
と
し
て
.焱
の̂
で
な
く
均
衡
化
短
期
' 

:
.
.

资
本.
の
移
瑯
も
指
摘
さ
れ
.

な
け
れ
ば
；な
ふ
ぬ
.

事
は.
言
ふ.
迄
も
な_
 

¥ 

V
.

い
:0
:

ケV

ン
ズ
の
_
際
收
支
の
均
衡
條
件
.

は
、

1

見
し
-た
だ
け
で 

:

も
、.

此
の
點
に
缺
陪
，
t

有
す
る
祺
は
明
^

で
あ
る
0

':.

故

し
な
.
が

ら

、
高
橋
芷
雄
氏
は
此
の

>點
を
现
.
解

せ

ず

、

ケ

丨

，
ン

」 

■

ズ

の

國

際

收

夹

の

均

衡

修

件

に

對

し

て

、

，

「

確
に
そ
の
通
リ
で
あ 

,

ら

ぅ

：

」

と

言

は

れ

る

.°
パ

高

橋

龙

雄

著

-'..「

々

イ

ダ

ズ

貨

幣

論

.の
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ケ

イ

ン

，
ズ

の

か
'、
る

^
解

は

•「

貨

幣
.
論」

に
於
て
も
、
探
玖

r
:
,
上

げ

ら

れ
.
て

ゐ

;&
?
此

處

と

の

關

#
に
於
て
；、

づ

い

で

に

指

摘

す

-:
ベ 
'き
?̂.
は.
、.
ト
.ラy
ス..
フ
ァ
ー
1!
|
論

：
に
於

^
.
、

ミ

 
'ル.
の
0
論
と
'
ケ

.

イ

シ

ズ

'の

.®
a
論

と

を

表

而

的

に

關

聯

さ

ぜ

る

：1

般

的

：な
.
解

.
釋

に

も

一

■■-
:
倚

!Hi
®

が

存

す

る(

と.
言

ふ

事

で

あ

る

0
/
- 

-
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p
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.
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1
.
.

.

課
8

>

ケ
イ
ン
ズ
か
现
論
に
於
て
は
.、
.不
均
衡
化
の
短
湖
資
本
移
動 

•

'

も
狀
极
は
れ
て'
ゐ
な
>/
':

の
で.
あ
る
0

'.
'

1

0

)

ケ
イ
V

ズ

め

的

及

び

國

際

的

均
衡

の

'條
件
は
次
の
如
く

V
:

 

:.

均
衡
爲
背
理
論
の
展
開
：：ぐ：：.

.

■
■:
で
あ
る0
,:.
.
.
,
.
、

：

■:
:
.
I I
は

國S

投

資

q
81
は

國

內

貯

蓄

を

表

す

。

觅

に

11
,

«

、

國

內

投
 

'
ハ

資

の

實

際
-
の

費

用.
か.
ら
/
外

國

残

高

'に
：
於

け

る
.
刺

潤

を

引

い

た

も

'
 

'
•■:

の
V
卽

ち

B
'

の

そ.
の
'費
用

以

上

の

價

値

の

超

過

分

を

畠

^.
い

た

も 

、
の
、
と

定

翁

さ

れ

- :
1
1.
丨
％

と
し

‘て
表

は

3
れ.
る

0
:
國

內

的
及
國 

:

.

際

的
均

.
衡

條

件

は

次

の

如

く

-で
■あ
一
る
。
•

■.
 

' 
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I
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S
1  

%
=

1
1
、

e
P
B
'

C
J.
 M

:.  

K
e

y
n

se
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id
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p
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6
2

1

:

一:

尙
ヽ
ヶ
ィ
ン
'ズ
の
此
の
均
衡
：倐
件
に
•
就
て
、
高
橋
正
雄
氏
は
、
数 

:.
:式
の
展
開£

りBH
2Q

2  
.
な
る
式
を
導
き
、
ケ
ィ
ン
ズ
の
现 

■•
論
に
於
て
は.>
--
»
外
國
殘
高
は.
投
資
財
に
お
け
'る
利
潤
の
二
倍
に 

.
■
等
し
い
、'
と
い
ふ•
關
係
^
な
け
れ
ば
い
外
部
的
均
衡
は#
し
'な
い 

.

.

，
事
に
な
る̂
:

と
：
言

ば

れ

；

が
、

.
、全
然
誤
謬
で
ぁ
る0
高
橋
氏
は
、 

ヶ
ィ
シ
ズ
理
論
沁
赞
て
、*
----
の
國
際
收
宾
の
均
衡
顼
目
た
.
る
0 

が
存
す
ー
る
限
リ̂

が
#
し.
、
G
が
零
な
る
限
リ
、■Q2
も
罨
と
な
る•  

.
雄
を.
理
解
せ
ず
、
悉
意
的
な
数
式
の
展
開
を
試
み
て
ゐ
み
の
で
ぁ 

厂
へ.
る
。
：
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高
橋
拉
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H
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行

調

沓

部

譯

、
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七
六
寅

I
七
七 

へ

：-'v 
K、
他

し

、
：
：日

本

銀

行

調

凌

部

：の

.
課

本

は、
:£
.

め
點
に
關
す
る
限 

'
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y
誤
譯
を
犯
し
て
ゐ.る
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ユ

以
上
に
於
て
、

：

ヵ
ッ
セ
ル
の
璉
論
と
ヶ
ィ
ン
ズ
の
理
論
と
を
最
近
'に
於 

け
る
爲
替
理
論
め
原
型
と
し
.
て
：
概
略
考
察
し
：

'て.
來
た
の
で
ぁ
：る
が
、
.
更
に
' 
.
 

此
等
の
理
論
が
最
近
に
於
て
如
何
に
.
採

り

上

げ

ら

れ

、
展
開
さ

れ
.
て
居
る 

か
、

を
以
下
に
：於
て
象
察
し
ょ6
。：
- .
■:

■ 

;
 
.

-

.

M
最
近
に
於
て
、
均
衡
爲
替
相
場
.の
理
論
は
國
際
通
貨
基
金
制
度
に
於
げ 

.
る
平
價
變
更
の
前
提
條
件
で
.
ぁ

石

塞

廣

的

不

均

衡

^

ど
の
關
聯
に
於
て 

.
展
開
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
ぁ
る
が
、
吣
の
場
ム
ロ
尥
於
て
、
，此
の

- .
蕋
礎 

的
不
均
衡」 .
を
如
何
に
規
定
す
る
か;>
此
の.「

蕋

礎

的

不

均

衡

」

.：
の

解

釋
■ 

を
め
ぐ
つ.
てII.

つ'の
昆
解
が
對
立
し
、
こ
.れ
と
關
聯
し
で
均
衡
爲
替
相
場 

.
の
理
論
に
於
て
名
ー5
の
|

が
主
張
さ

ゎ
る

に
至

づ

，
た

0 ,
で
お
る
0/
ぺ 

■

國
際
經
濟
：に
於
け
必
：

「

恶
；礎
的
不
均
衡

」

の
解
釋
を
め
，く
る
對
立
は
、

,

パ
 
ー
ロ
に
言
へ
ば
、
此.の
，—1
栽
礎
的
不
均
衡」

を
國
際
收
支
を
菡
準
と
し
て '

:
'.;

'
■.
 

.

-

三
八'
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;
.
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五
&

へ

■■
■

.

國
際
收
玄
め_

續

的

不

埒

衡

：
ど

^
<

規
定
ぜ
：ん
七
す
左
見
解
ど.--
1莪
礎
的 

,:

不
均
衡」

：
を

國

霞

茭

を

蒙

と

し

て‘
臀
上
げ
る
事
ぬ
依
っ
て
は
規
定

.

'■
'.
し
得
耽
ど'す
在
見
解
ど
め
：
對

立

令

あ

?̂-0
換
言
す
る
な
ら
ぱ\'
か
¥
る
對. 

. 

'
立
欺
、.

^
■
隱

的
#
®
國

驚

支•
の
均
衡
と
し
て
^
^
せ
ん
と
す 

.丨

.る
見
解
と
國
際
的
均
衡
を
國
際
收
支
の
均
衡
と
し
て
規
定
す
る
事
に
反
對 

'
し
、
そ
れ
以
外0
觀
戰
か
ら
規
定
せ.
ん
と
す
る
：見
解
と
_
の.
對
立
で
あ
る
と'. 

; ,
言

ふ

事

が

出

#

^

此

办

樣

に

最

近

に

於

て

も

依

然

と

し

て

國

際

的

均

衡 

:

■

を
め
ぐ
っ
て
：

1.1:

つ.
の
：
見

解

が

對

立

L
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
俞
者
の
見 

:
解.
、_
卽
ち
、
國
際
的
均
衡
を
國
際
收
支
の
均
衡
と
し
そ
.規
定
す
る
見
解 

.

が
、
最
近.
に
於
け
る
大
多
數
の
論
者
に
依
っ
：

.
て_
ー'般
に

承

認

，さ
れ
.て
ゐ
る 

,
の

で

あ

り

、
，
こ

れ

に

反

し

て

後

者

0 ,
見
解
、
卽
ち
、
國
際
的
均
衡
を
國
際 

‘

收
支
似
外
の
顧
點
か
ら
規
定
す
る
見
解
を
承
認
す
ん
論
者
は
比
較
的
少
數 

ノ
に
過
ぎ
な
い
の.
で
あ
る
：P 

'.
.

:'
;

.

:
以
下
ぱ
於
て
は
、
.
先
づ
前
者
の
見
解
か'ら
採
り
上
げ
る
事
と
す
る
。
前 

者
の
見
解
、
卽
ち
、
國
際
的
均
衡
を
顧
際
收
支
の
均
衡
と
し
て
規
定
す
る

.

' 

、見
f

採
を
立
塲
汾
ら.
ぼ
、
馘
虼
ゲ
ィ
ン
ズ
の
理
論
に
觀
各
如
く
當
然
均

.

'
衡
爲
替
相^ .
の
理
論
に
於
て
ぼ
國
際
收
支
說
が
提
唱
せ
ら
れ
ざ

.
る
を
m.

.

.
ぬ
。
最
近
に
於
て
も
、
.
國
際
的
均
衡
を
斯
如
く
規
定
す
る
立
場
か
ら
、
均 

:
.

衡
爲
替
相
場
の':理
論
と
し.
て
：國
際
肷
支
說
が
展
開
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ 

.

て
、
そ
れ
は
前
述
せ
る
ケ
ィ
ソ
.
ズ
办
理
論
の
近.
代
的
|1
承

で

ぁ

る

.と
云
ふ 

事.
が

出

來

备

の

で

あ

，を

,0.
前
述
^
る
如<
 
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
は
極
め
て
不 

充
分
な
®
論
で
あ
：つ
，た
の
で
あ
る
が
、
かX
る
ケ
イ
シ
ズ
の
理
論
が
最
近

に
於
て
國
際
收
支
說
的
立
場
の‘論
者

に

依

っ

て

、
..姐

何

に

展

開

さ

れ

如

何 

に
發
展
せ
し
め.
ら
れ
た.
か
、
^1
考
察
^H

ぅ
0

.

.

.
:」

 

■先
づ
、
國
際
收
支
の
構
成
を
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。
國
際
收
支

a
、
，そ 

れ
を
構
成
す
る
總
べ
て
め
項
目
を
考
慮
に
入'れ
る
限
り
：必
ず
均
衡
せ
：
ね

ば

.

なi

ぬ
■

は
自
明
の
理
で
あ
る
。
從
っ
て
ヽ
，此
處
か
ら
は
國
際
收
支
の
均

., 

衡
、
不
卸
衡
を
論
じ
得
ぬ
事
は
言
ふ
迄
も
な
い

.
？
故
に
、
國
，際
收
支
の
構
. 

成
顼
目
の
中
で
茁
常
項
目
と
均
衡
項
目
と
を
明
確
に
區
别
せ
’ね
ば
な
ら
な 

い
の
で
あ
る
？
先
づ
、'國
際
收
吏.
の
均
衡
項
目
か
ら
考
察
す
る
に
、
國
際
プ 

收
支
の
總
て
の
構
成
項
目
の
.中
で、
如
何
な
る
項
目
が
均
衡
項
目
'に
屬
す 

る
か.
、
を
明
確
に
規
矩
す
る
事
が
必
要
.
で
あ
る
。'
前

述

せ

，る
如
く
ダ

 々

ン
ズ
：の
理
論
に
於
て
は
、
國
際
收
支
の
均
衡
項
目
と
し

y

は
金
の
み
が
指 

摘
さ
れ
て.
居
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
も
る
。
：
勿
論
、
：十
九

.
世
紀.
以
來(

 

金
本
位
制
度
下
に
於
て
金
が
國
際
收
支
の

.
均
衡
項
目
と'し
て
暮
女
な
役
割
：
 

を
演
'じ
て
來
た
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
.
の.
で
あ
る
が
、
其
の
：間
に
於
て
、
國 

際
的
信
用
制
勝
の
確
立A
發
展
と
相
俟
っ
て
、̂
| |
に
短
期
資
本
の®

的
移
動
が
行
は
れ
る
樣
に
な
り'、
金
と
共
に
此
等
の
國
際
的
短
期
資
本̂
 

移
動
が
國
際
收
支
の
均
衡
化
の
：要
因
と
し
て
重
要
性
を
有
す
る
に
至
っ
た 

の
で
あ
る
。
從

、っ
：
て

、
國
際

•收
支
の
均
衡
項
目
と
し
て
金
の
，
^
で
-は
な 

く
、
更
に•
傾
期
資
本
の
移
動
が
指
摘
ざ
、れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.。
'
此
の
點 

'
は
先
に
指
摘
せ
る
如
く
で̂-
る
。.
然
し
な
が
ら
、
麵
資
本
の
移
動
を
國
：
 

'
際
收
支
の
均
衡
項
目
と
し
で
指
摘
す
る
場
合
に
は
、

'次
の
：點
を
考
察
戈
ね 

、
ば
な
ら
な
い6
、
卽
ち
、
1.
ロ
に
短
期
資
本
の.#
動
^
日
ふ
も
、
そ
れ
に
は

:

:

坶
衡
爲
替
规
論
の
：屉
開
：
：
.

ハ
.」

■

/  

‘性
質
を
異
ね
す
る
ー0
の
種
類_
が
區
别
さ‘れ
る
と.
云
ふ
事
で
あ
る
。
均
衡 

.

化
短
期
資
本
と
不
均
衡
化
短
期
寶
本
移
動
と

.
が
そ
れ
で
あ
る.0
ヌ
ル
、ク
セ 

:.
;
が
明
確
に
定_

p '
て
居
る
如
く
、
均
衡
化
短
期
資
本
移
動
と
ぼ
、
金
本
位
：
 

へ
制
度
の
機
構̂

族

-0
割
91
利
率
のi

時
敗
變
化
又
は
金
■轍
出
入
點
內
に
於 

け
る
爲
替
相
場0 ;
變
化
.に
適
膘
し
て
惹
起
さ
れ
る
短
期
資
本
の
移
動
で
あ 

々
、
金
の.
移
動
に
代
り
、
金
の
移
動
と
同
じ
機
能
を
營
む
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
'反
し

V
、

.
不
均
衡
化
短
期
資
本
移
動
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
於 

て
資
本
逃
避
、
.
或
は..ホ
ッ..ト
，
マ
ネ
ー.と
し
て
よ
，̂
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の 

.

で
あ
り
、
主.
と
1>
て
、
^ -
替
切
下
や
戰
爭
等
の
恐
怖
に
签
づ
い
て
：惹
起
さ 

れ
る
斑
期
資
本
の
移
動
で̂

^) .
從
つ
て
ヽ
.均
衡
化
短
期
資
本
移
動
ば
其 

,
の,

能
に
於
て
金
の
移
動
と
同
視
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
國
際
收
支
の
均 

衡
化
の
使
割
を
激
ず
る
の
.
で.
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
、
^
均
衡
化
短
期
資 

.
,
本
移
動'は
逆
に
國
際
收
支
の
不
均
衡
を
惹
起
せ
し
め
る
も
の

.
で
あ
る
。

,
.
國
際
的
短
期
資
尤
の
移
動
は
此
の
樣
に
均
衡
化
短
期
資
本
の
移
動
と
不 

、均
衡
化
短
期
資
本
の
，移
動
と
に
.1:

應
區
别
さ
れ
る
の.
で
あ
る
が

\
此.
の
■
 

.

. .
中
、
.均
衡
化
短
期
資
本
の
移
動
が
國
際
收
支
の
均
衡
項
目
七
し
て

i

 ̂

，
れ
る
可
き
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
？
此
の
事
は

I

殷
に
認
め
ら
れ
て 

'居
り

、
此

處

に

は

何

等

.の
問
題

:̂
存

し

な

い0.
然
し.
な

が

ら

、
.
不

均

衡

化 

.

.短
期
資
本
の
移
動
を
國
際
收
於
の̂'
衡
項
目
と
：し
て
取
极
ふ
べ
き
か
、
否 

，か
： '

に
關
し.
て
は
>'
:>

論

者

：の
見
解
は

.
必
ず
し
も
ー

.
致
し
な
い
：め
で'あ
る
。 

盹
の
點
に
關U
V
S,
エ
シ.

及.S

ナ
レ
ラ
ば
金
見
び
ま
た
は
均
衡
化
短
期 

.

.
,資
本
の.
存
在
'せ
ざ
る
事
放
、
均
衡
爲
替
相
場
を
氣
味
す
る
も
の
と
主
張
さ

:

、
三

九

Q-
S
九)



:
:
'
:三hi.
際
會
雜
誌
：'.
锻
四
：十3£
卷

..
;
第
四
'號
.
.
.
:,'

■'.
;

'.

れ
て
來
た
と
述
べ
、
此
の
见
解
を
飛
認
し
て^

^

0 '
同
樣
に
ブ
ル
ー
ム
フ 

ィ
丨'

ル
ド
も
國
際
收f e)

の
均
衡
項
目
と
し
て
金
及
び
均
衡
化
短
期
資
本
の

.

.

■移
動
を
指
摘
し
て
居
り
、
：更
に
、

； <
:丨

バ
ラ
：
丨

も

國

際

收

支

.の
不
均
衡
を 

國
際
的
準
備
の
變
化
と
解
し
、
國
隙
的
.

備
ど
し
て
.金
及
び
均
化
資
本
へ 

移
動
を
意
味
す
る
の
，が
通
常
の
定
義
で
あ
る

.
、
と
生
張
し
て̂

00'.
. 

.

此
の
機
に
短
期
資
本
の
移
動
の
中
で
均
衡
化
短
期
資
本
の
移
動
の
，み
を 

'
國
際
收
交
の
均
衡
項
目
と
し
て
考
へ
ち
見
解
に
對
し
、
1不
均
衡
化
短
期
資 

.
本
の
移
動
を
冰
國
際
收
支
の
.
均
衡
頊
目
么
し
て.
考
へ
：る_
見
解
が
存
在
す. 

る
。
例.
へ
ば
ヌ
ル
ク
セ
は
不
均
衡
化
短
期
資
本
の
移
動
を
も
國
際
收
支

.
の
；. 

均
衡
項
目
ど
し
て
，
指

摘

ん

て

ゐ

る

0
卽
to..
、
ヌ

ル

タ

セ

は

、
：•
'

「

不

均

衡

化

.

.

の
種
類
の
短
期
資
本
移f
 .又
、
.我
々
が
均
衡
爲
替
相
場
の
蕋
準
と
し
で

, 

使
用
せ
ん
と
す
る
國
際
收
支
か
ら
除
外̂
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

…

：
 

そ
れ
ら
は

貿
易

及
ぴ

其

の
他

の

；
正
常

.
項

,@
に
於
け
る
.調

節

に

依

つ

て

對

應 

す
る
事
を
不
对
能
な
ら
し
.
め
る
か.
、
或.
は
望
ま
し.
か
ら
f o 
t
、
そ 

れ
故
に.1

般
に
大
な
る
金
の
移
動
に
依'つv

7̂
濟
さ
れ
る
が
如
き
國
際̂

.

_

支
の
犬
な
る
不
均
衡
を
惹
起
し
た
：の
で
あ
;̂

。j

..

と
述
べ
て.
ゐ

る
.°

要
す. 

る
に
、
，ヌ
ル
ク
セ
ば
不
均
衡
化
短
期
資
本
の

.

移
動
ば
、

一
般
に
國
際
收
支 

の.
亚
常
項&

に
反
映
さ
れ
ず
、
；金
.

の
移
動
の
：如
き
均
衡
項
目
の
.

變

化

に

依. 

つ.
て
相
殺
さ
れ.
る
も
の■
で
あ
な
か
ら
：、
.不
均
衡
化
短
期
資
本
の
移
動
も
國 

.

際
收
支
の
均
衡
項
目
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
で

.

あ
る
、
と
言
ふ
め
で
あ
る
。
. 

蓋
し
、
ヌ
ル
グ
セ
の
言
ふ
如
く
不
珣
衡
化
短
溯
資
本
の
移
動
が
國
際
收
支 

の
芷
常
項
目
の
：變
化
に
め
映
さ
れ
^

均
衡
項
目
の
變
化
に
_

依
っ
て.
亂

蹲

，

V 

-

四
0 

(

1|六
〇〕

.
さ
れ
相
殺
さ
れ
る
限
り
に
於
て、
不
均
衡
化
短
期̂

本
の
移
1 |
を
國
際
收 

.
.

支

.の

埤

衡

項

目

と

し

て

取
扱
'ふ.
事
に
，依
.
つ.
て
 ̂

の
菽
準
た 

.
る
國
際
败
交
が.
不
均
衡
化
短
溯
資.本
の
移
動
の
、如
き
變
態
的
且
：つ
攪
亂
的 

'.
な
：要

因

：に

依

.
つ
ず
左
右
洛

.
^
3̂|̂
'

な

べ

な̂
の
で
あ
る
。
，
更

に

、

エ
ル 

;
ス.
：
ヮ.1.
ス
^
不
均
衡
化
短
期
賛
本
の
移
動
は
菌
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ 

る.
か
ら
、
均
衡
爲
替
相
場
の
基

f

で
あ
る
國
際
收
支
か
ら
は
除
外
さ
れ
る 

:

:
べ
き
で
あ
名
、
と
主
張
し
.
て
^
る.
0 
此
等
の
思
解
に
就
い
：

V
'

言
ふ
な
ら 

ぱ>.
不

均

衡

化

短

期

資

本

.
の

移

動

が

命

の

移
.®
.
の
如
き
國
際
收

支

の
均

衡 

.
項

目

の

變

化

に

：依
づ

.
て
湘
殺
さ
れ
る
限
：り
、
ヌ
ル
ク
七
の
：見
解
は
理
論
的 

に
妥
當
で
あ
る"と
：考

：へ
ら
れ
る
。

然

-L
、
不
均
衡
短
期
資
本
の
移
動
が
_

.

.
際

收

支

，
の

均

衡

項
目

の
變

化

£
依
つ.
て
相
殺
さ
れ
る.
と
は
必
ず
し1
百
へ 

な
い
め
で
あ
づ'て
、.
そ
の
限
りfc
於
て.
ヌ
ル.
夂
セ
の
：見
解
は.
妥
當
で
な 

.
い
-0
:':次
：に
：、'_

.
,
-エ.
ル
，ス^
丨
’ス
は
不
均
衡
化
短
期
資
本
め
移
動
は
菌
ま
1
ぐ 

な
い
、-
と
：云
ふ
理

由

だ
け

：
で

、
：
こ
れ
を
國
際

收
支

の
.正

常

頌

目

か

ら

除

外 

し
'て
國
際
收
支
の
均
衡
項
目
と
し
て
取
扱
つ
.
て
一
ゐ
る
，の
，
で
あ

.
る
が
、
こ
れ 

だ
け.
で
ば
理
論
的
に
極
め.て
不
充
分.
で
あ
る
.、

と

言

は
な

け

れ
ば

な
ら

な 

.
:
い'0
不
均
衡
化
短
期
資
本
の
移
動
を
國
際
收
支
の
正
常
項
洱
と
.
し
て
取
扱 

.4

可
き
か
、.
均
衡
項
目
と
じ
て.及
扱
：ふ
対
き
か
は
正
確
に
は
實
際
問
題
と 

. '

し
で
其
：の.
^
{

判
斷
さ
外
名
ハ
へ
き
で
あ
：つ

て

,'
\
理
論
的
：に
一
義
的
な
解
答

.  

_
を
與
へ
る
事
は
困
難
で̂
る
。
然
し
、
多
く
の#
合
に
於
て
、
不
均
衡
化 

短
期
資
本
の
移
動
は
國
際
收
茭
の
均
衡
；
目
の
變
化
に
依
'つ
て
對
躐
さ
れ 

..
相
殺.
さ
れ
：る
の
で
あ
を
か
ら
、
.
ヌ.
ル
タ
セ
の
主
張
す
る
如
く
、
不
均
衡
化

.
'
短
期
資
本
の
移
動
を
：ー
應
國
際
收
茭

：

の
.均
衡
項
目
と
し
て
取
抜
ふ
事
が
理 

•

論
的
に
妥
當
で
あ
ら
ぅ
？
次
に
、
國
際
收
支
の
重
要
な
る
構
成
項
目
と
し

.

、
て
長
期
資
本
の
移
動
が
あ
る
。
"
資
|
の
豐
富
な
經
濟
的
先
進
國
か
ら
_資
本 

の
缺
乏
せ.
る
經
濟
的
後
進
國
へ
、
或
ば
戰
爭
等
の
被
害
を
蒙
り
經
濟
的
復 

r

M
ハ
を
必
耍
と
す
る
國
べ
，の
資
本
移
動
の
'如
き
が
、
；國
際
的
長
期
*
本
の
移 

.

動
の
典
型
的
な
場
合
で
あ
る
が
、
.
か
k
る
長
期
資
本
の
移
動
は
純
然
た
.
る

、
 

經
濟
上
の
理©
か
ら
行
は
れ
る
本.の.
で
&-
り
、
そ
れ
故
に
、
國
際
收
支
の
- 

.構
成
項
目
の
中
で
ん
そ
れ
舊
獨
立
の
要
因
に
基
づ
く
ォ
ー
ト
ノ
マ
ス
介 

'
'
項
目
と
し
て
考
べ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
？
從
つ
て
、

.
長
期
賢
本
め
移
軌
は
.：
 

國
際
收
支
の
拓
常
項
因
と.̂
て.
取
扱
は
れ.
る

の

本

通

常

、
で

あ

る

。
鏡

後

'

:

に.
、
：
國

際

收

U
q
I
I

成
項
目'
の
中
で
、
所
得
勘
定
に
屬
す
る
項
目
が
國
際

._ 

收

支

の

芷

常

項

目

で

..あ

る

事

は

言

ふ
迄
も
な
い
。
..か
く
て
上
述
せ
る
處
か
M
 

.
ら.
1
11

次
の
如
き
結
論
に
到
達
す
る
。-i
l
lち
、

ま
の^
ま
項
目
の 

.
•;
中
で(

.

均
衡
項
届
と
じ
て
取
扱
ば
れ
る
べ
き
%■
:

の
は
、
金
及
び
短
期
資
本 

.

の
移
動
：

(

均
#

化
短
期
資
本
移
動
及
び
不
均
衡
化
短
期
資
本
移
動

〕

：
で
あ. 

.

り
、
そ
れ
以
外
の
所
得
項
目
及
'び
長:̂
資
本
移
動
は
正
常
項
目
と
^
て
取 

.

扱
は
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
：
そ-u
t:

、
均
衡
項
目
が
存
在
せ̂
\

並
常
項
目1 

の
み
に
て
國
際
收
支
が
均
衡
せ
る
場
合
に
、
國
際
收
吏
は
均
衡
狀
態
に
在 

.
る
、
と
沄
ふ
窜
-に
な
る
め
で
あ
る0
'

：
:
•'
■:
:

■'
::

.

.

.'
■以
上
に
於
て
國
際
收
支
の
_

成
項
ぼ
に
就
て.
考
察
し
、5

右
の
如
き
結- 

論
に
到
達
し
た
の.で
あ
る
が
、'右
の
如
き
奪
味
に
於.て•
國
際
收
支
の
：均
衡
、

が
保
證
さ
れ
た
に
し
て4>-
ノ
そ
れ
丈.
で
は
充
分
で
は
な.い
0
國
際
肷
支
の.

■,
: 

.
 

.

.

.
 

-

'

.

'

均

銜

爲

辤

理

論

の

捩

開

：

:.

,:.
'
:
'

.

.

均
衡
は
均
衡&

替
相
場
成
立
め
爲
の
一
必
要
條
件
で
.

あ
’
る
に
過
ぎ
な
い
。 

從.
つ
：

V
、

海
衡
爲
替
相
場
を
定
義
す
る
爲
に
は
、
他
の
■必
要
條
件
が
吏
に 

考
察
さ
れ
な
肘
机
攸
な
ら
な
い
の
：

.

で
あ
る
。

:.-
-,

:..

: :
:
先
ダ
第
〒
ぬ
指
摘
す

T

奢
第
は
、：
單
な
各
國
際
收
支
の
均
衡
は
、
人
爲 

:

的

な

る

種

々

：の
賀
易
上
め
統
制
に

.
依
つ
て.
保
證
ざ
れ
る
、
七
云
ふ
事
で
あ 

:
る
。
へ
か1
る
好
例
と
し
て
ヌ
ル
.ク
セ
は
Y

•
九.
三

四

年

以

降

に

於

.て
ド
ィ 

:.
ッ
は
國
際
收
支
の
不
均
衡
も
金
ゆ
喪
失%-_

ら
'な
か

つ

た

が

：、
.
そ

れ

に

も 

拘
ら
ず
、
--
•
フ
ィ
ヒ
x::

マ
：
.
ル
ダ
は
明
ら
か
にI

評
價
さ
れ
て
居
た
の
で
あ 

......
'つ.亡
、..
ド.
ィ.
ッ.
は
極
度
の
爲#-
統
制
に
依
る
輸
入
制
限
に
依
り
，

.
てQ

み
國
‘

■ .

際
收
支.
の
均
，衡
を
維
持
し.
た
の.
で
あ
^
、.
同
樣
に.
フ
._-
フ
ン
ス
、
も

國

際

收

支 

の
不
均
衡
を
輸
入
割
當
に
依
つ
て
是
.
正
せ
ん
と.
試
み
た.
の
で
.あ
る
事
を
指 

.

摘
し
て
%
%
0
從
つ
て
、
入
爲
的
な
種
々

：

の
®
'̂
統

制

が

行^-
れ
て
居
る 

な

ら

ば

、
，
例

.
へ
國
、際
收
支
の
均
衡
が
保
證
さ
れ
た
と
し
て
も
、
か
S
る
國 

際
收
支
の
均
衡
は
均
衡
爲
替
相
場
の
.規
準
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ

'
, :
次
に
指
摘
す
べ
き
事̂

:.
'.
1國
は

自

曝

の

生

塵

能

率

と

'
の
關
傲
に
於
て 

掛
內
の
抓
得
水
準
に
デ
フ
へ
レ
的
壓
迫
を
興

<:
る
事
に
依
つ
て
、 

の.
均
1
を
良
證
じ
得
る
と
沄4
事
で
あ
る
'0
國
內
經
濟
に
デ
フ
レ
的
壓
迫 

.

.

を
興
べ
る
事
に
依
つ
て>
1̂

ベ_

際
收
支
の
均
衡
が.保
^

さ
れ
た
と
し
て 

-

も
、
比
の
場
合
に.
は
國
內
經
濟il

於
て
貨
M

銀
率
や
'價
格
等
が
硬
直
的 

.

で
あ
扮
ば.
あ
る
程
、
+
<
跋
模
な
失
槳
を
惹
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ 

.る
0
7

ヌ'ル.
ク
七
は.
一：九1.1

五
年
か
ら
ー..
九
三
0
年
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國
際
收
吏
は均
观

狀

態
は
維
持
さ
：れ
て
唐
た
け
れ
ど
ん
Y

ザ

^
ド
は
明

ら 

'̂
:

に
過
大
評
價
さ
れ
で
馮
た
の
で
も
ヴ

(

：
英

國

の

生

產

_

態

ば

他

國

铉
 

て
：
壓#
^

顏
.

つ
て
居
た
事
を
指
摘
し
で
ゐ
贫
菸
>

こ,
^

3

同
：1
<7

)
:
翁 

例
は.
ハi
:

パ
.：ラ
ー
、

ハ
ン
セ
ゾ
等
に
依
づ
.

：て4'
指
摘
さ
れ
て
％%1

;
此
處 

に
國
際
的
钧
衡̂
®

内
：^

衡
と
のi

相
剋
批
現
れ
で
截
苓
の
で
あ
る 

.

が
、
：
此
等
双
方
の
均
衡
が
保
證
ざ
れ
■
る
事
が
均
衡
爲
替
相
場
成
立
め
^

耍
ブ 

條
件
でI
ぁ

る

々

從

：
つ

.

で

、

例

へ
.

國

際

收

支

が

均

衡

す

る

に

し

：て

'
も
、
國
內 

へ
經
濟
に
於
け
る
デ
フレ
；的
鸛
迫
や
大a

の
：失
業
を
伴
ふ
場
合
に
は
、
.が
 ゝ

る
國
際
收
支
の.
•

は
均
衡
爲
替
相
場
の
_

準
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
の
：
 

一
で
あ
る
.0
:.

^

 

〜

：
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:
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';
■:

か
X

で
以
上
に
於
て
述
べ
た
處
か
ら
し
て
均
衡
爲
替
相
場
ぼ
次
办
如
ぐ
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定

義

さ

れ

'る

。
き

ち

、.、
..，：.
: 

'
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■'
■.'

:

V

'

MJ-

衡
爲
替
相
場
と
は
次
の
齔
件
を
滿
足
せ
し
む
る
が
如
き
爲
替
相
塲
で

'

.

あ
る
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、.

一
、定
の：

期
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宜
り
國
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茭
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篇

せ

し

め
^

:
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一
一
"

國

內

經

濟

に

デ

フ
V

的
壓
迫
乃
至
失
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生
ぜ
ゎ
め
る
事
だ
く
又
‘
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ィ.
ン
フ
レ
的
壓
迫
も
加.
へ
ノ
な
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と
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■
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採
る 

論
若
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股
に
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
均
衡
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相
場
か
®
義
ぞ
あ 
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。
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處
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イ
ン
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國
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收
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^
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.
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攸

支

說

ば

近

代

論

#

■'
片
依
^
て
廣
冷-
股
に
承
^
^
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宠
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理
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條
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滿
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芷.
し
い
：、
誤
か
で
ぼ
決
し
て
な
い
が
、
そ
れ
自
體
自
明
の
.理
で 

,
y

あ
る
へ
に
過
ぎ
な>
 

若
し
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摘
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條
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1
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兩
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滿
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：條
件
と
第
ニ
必
耍 

.

..

條
件
、
卽
ぢ'\
國
內
的
均
衡
の
條
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双
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簟
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摘
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條
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瓦
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さ
れ
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ル

ク

セ

は

.國 

■ 

■際
收

灾

に.
於

け

る

率

節

的

變

動
.
の
：み

‘な
ら.
ず

>
景

.
氣

植

環

に

俾

ふ
 

‘

-
-

循

環

的

變

動

を
'も
除

：
去
.
す

：
る

：
た
.
め

。

、

此

の1
觉

狈

間

：
を

五

年

乃
 

至

十

平

と

し

て

ゐ

る

。

9

‘ N
u

rk
s
s,  

ib
id

.  in

 R
e
a
d

in
g

s,

.

.

.

.

.
:

p.
.
.a..

エ.
'ル
';ス
'
ヮI
ス.
も
.
ヌ.
ル

.
ク

セMと
同

.
樣

な^ .
解

を

述

べ'て
.
ゐ

る 
o' .c

p
..iv

.E
H

S
W

0
rth

,.'T
h

 
の.In

te
rn

a
tio

n
a

l-E
c
o

n
o

-  

m
ics,  p

.  

6
0
s
〕

と

：

4
-

ら

の

見

解

に

對

し

ハ

H

ン

ケ

及

：
び

サ

ゼ

フ

•
.
.

以

上

に

於

て

：

>

最
近
に
於
ホ
る
國
際
收
支
說
の
立
場
か
ら
•の
均
衡
爲
替 

•

相

場

の

：
理

論

を

考

察

し

て

來

た

.

の
：
で‘

1

が
、
：次
に
我
、
は
之
と
明
確
に 

:

對
'
立.
す
る
他
の.
理
論
的
立
場
に
立
脚
す
る
均
敗
爲
®

場
の
、理
論
を
考
察 

■

せ
ね
ば
な
ち
な
い。；
.

-•
::

-

:

■:
'

-J
1

述
の
■
如
き
國
際
收
支
說.
の
見
解
はV

旣
1

述
べ
た
如
<.
國
際
的
均
衡 

' 
:

■
:
を
國
傺
收
支
の.
均
衡
と
し
て
歉
定
す
石'立
場
に
立
脚
ず
る
4-
.の
で
あ
っ 

,

.

た
。
然

し
.̂

が
ら
、.
此

處

：
に

考

察

せ

ん

と

す

る

見

解

は

'>
國

際

的

均

衡

を
 

■
.

國
際
收
茭
の
均
衡
と1>
て
規
宏
す
る
事
を
否
定
し
、
國
際
的
均
衡
を
國
際 

收

支

以

外

の

：
規

_

に
依
つ
：て
規
宏
せ.ん
‘
と

す

石

立

場

に

立

脚

す

る

も

ウ

で
 

■

あ
：つ
た
。
從.
つ
て
、
か¥
る
；立
：
場

か

ら

：

旣

.

に
力
.ブ
セ
ル
の
理
論
に
觀
る 

:

如

く

、

均

衡

爲

替

相

場

.の

理

論

に

於

て

ば

爲

替

相

場

そ

れ

自

體

の

均

衡

水
 

.

•

;

準.
が
規
淀
さ
れ
る.
事
に
な
る•
の
で
あ
る0

か
：\
る
意
味
に
於
て
此
處
に
考 

察
せ
ん
と
す
る
理
論
は>

均
衡
爲
替
相
場.
の.
理
論
と
し
て
は
カ
ッ
.セ
ル
の 

理
論
と
共
通
の
理
論
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
言
へ
ょ
ぅ
-°
以
下
に
於
て 

:

は
、
か
、
る
理
論
の
代
表
者
で
あ
る
,-

ン
：セ.
ン.
の
見
解
を
考
察
し
ょt
 

'
:•
:

.

先.
、つ
、
パ:

ン.
セ
ン..
は
國
際
的
均
衡
ト
國
際
收
充
：を
規
準
と
し
て
規
定
す 

:

る
見
解
を
否
定
す
る
の
で
：あ
る
.'
0
,
ハ

%

セ
：

.V

は

、

か
、

る
立
場
か
ら
、
國 

■'
:
.

際
經
濟
の
-，
恶
礎
时
不
均
衡」

を
國
際
收
支
を
莪
準
と
し
て
規
定
せ
ん
と

す
る
ハ
ー

パ
ラ

1

の
見
解
身
批
判
し
て
ヽ

「

國
際
收
支
に
於
て
規
實
め
不 

M..
ハdefic

s .
が
存
在
す
る
や
否
や
ば
、̂
;^
1̂

碁

っ

い

，
て

爲

替

相

場 

:
か
變
更
を
必
耍
と
す
る
性
見
の̂-
礎
的
不
均
衡
が
存
在̂

^
ャ
ヽ
香
や
、

を
決
宠
す
る
滿
见
な
裁
準
で
：あ
る
と
は
考
.
へ
：ぬ
。

」

と
言
ふ
。一-
此
の
機
に
、.. 

ハ
ジ.
セ
ジ
は
國
際
收
茭
が
國
際
的
均
衡
の
蕋
準
と
し
て
認

.
め
ら
れ
な
い
、

.  

と
考
べ
る.
の.'.で
あ
る
が
、

(

そ.
こ
か
ら
し
：て
、
國
際
|
支
は
均
衡
爲
替
相
場 

の
盛
^
と
し
.て
も
當
然
認
め
ら
れ
な
い
事
に
.:
^

る
の
で
あ
る。' 卽
ち
、'ハ： 

ゾ
セ
ン
0•
く 
?
—I

JE-
常
な
^-
さ
る
爲
# '
相
場
は
國
際
收
支
の
不
足
に
瓜
全
. 

然
反
映
ざ
れ
な
い
。

…
…

.

…

.；
過
大
還
さ
れ
た
ポ
ゾ
ド
は
國
際
收支の.
.
 

不
.̂

こ.
1叉
映
さ
れ.
石.
事
な
く
、
特
に
猶
出
產
業
に
於
げ
る
價
格
'と
賃
搬
况': 

對
す
る.
激
し
い
デ'フ
レ
的
國
迪
及
ぴ
廣
範
办
る
央
業
に
反
映
1
机
た
。1__

■

と
。
耍
す
る
に
、
パ
ゾ
セ
ソ
⑴
均
衡
な
ら
ざ
る
爲
皆
相
場
.は
國
際
收
支
の 

.
不
均
衡
に
反
吹
さ
れ
る
事
な
く
國
內
經
濟
の
不
均
衡
に
E
映
^
れ
る
一
と

， 111

日 

'•ふ
，
の

で

あ

る
'0
:
此
處
に
ハ
ン

.
セ
ン.
の
述
べ.
る
が
如
き
事
態
は
、
國
際
收
支 

■

說
の
立
場
か
ら
も
明
確
に
指
摘
さ
、れ
.
て
^
於
事
は
前
述
の
如
く
で'あ
る
。
-
 

然
し
ょ
が
ら
、
國
際
收
支
說
の
立
場
に
立
つ
論
者
は
、

•.
亦
i
る
事
態
に
於 

C
過
大
評
價
さ
れ
た
ポ
ジ
ド
は
本
來
國
際
敗
茭
の
不
妲
忆
反
映
4
水
る
：べ' : 

:

ぎ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
.
薇
的
文
場
が
ら
國
內
經
濟
に
デ
フV
的.
壓
迫
を
：
 

與
へ
る
事
に
依
つ
て
^
際
收
克
の
均
衡
を
維
持
す
る
手
段
が
採
ら
れ
た
の 

で
あ
り
、
，そ.れ
敌
に
國
凝
收
茭
ば
均
衡
を
維
持
し
得
た
の
ヤ
あ
る
、
：と
解 

釋
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
國
際
收
支
說
の
立
場
は
ハ
ハ
ン
セ
シ
の
主
張 

す
石
^
く
於
常
な
ら
ざ
る
爲
觀
相
場
は
國
際
歌
支
の
不
足
^
は
逢
然
反
映

均
銜
炫
锊
规
論
の
拫
冊

.

さ
れ
な
；い

、

.
と
は
考
：へ
な
い
の
で
あ
る
;0

:_.
此
：の
點
に
於
ズ
、
.
國
.際

收

支

說 

'
■
の
見
解
と.
ハ：

V

セ.
ン.
の
，
見

解

と

が

明

確

.
に
對
立
す
る
：の

で

あ

る

ダ, 

:
.ベ
然

ら

ば

、
：
ハ
：

.
シ
本
メ
が
茈
常
な
ら
ざ
る
爲
替
相
場
は
國
際
收
支
の
不
均

. 

'

衡
に
反
映
を
れ_

、
：
と.
主

贬

す

る

理

論

的

拫

據

は

何

で

あ

る

か

。
‘
ハ
シ
セ 

,

■■
ン
の
が
V
る
圭
張
^
理
論
的
艰
據
は.
轍
出
入.
の
®
格
揮
力
性
が
小
で
あ 

-:

■る
、
ノ
と
云
ふ
事
で
知'0
:
た
？.
卽
ち
、.
ハ.
シ
セ
ツ
日
く
、「

私
の
考
へ
る
重 

「

.
耍
な
勡
は
、
_

出
及
び.
輸
入
の
價
格
彈
カ
性
が
あ
ま
.
り
，
大
で
な
い
事
.
が
屢 

:
^

'̂
あ

る

、
，
と

.
云.
ふ
事
で
あ
る:0
爲
替
の
切
下■は
、
輸
出
及
び
轍
入
の
債 

■

.
格
彈
カ
生
が
大
で
ある
限
り£

於
て
の
み
、'國
際
收
支
を
改
善
し
得
る
。 

正
常
な
ら
ー
さ
る
爲
替
相
場
は
屢̂
國

際

艰

支

の

大

な

る

不

均

衡

ょ

り

^-
、

;

-
む
-̂
ろ
該
國
に
於
げ
る
國
內
の
生
麓
費̂-
價
格
の
構
造
-の
不
均
衡
を
惹
起 

.

' 

h-
0
こ

.の
樣
：

に
：：

ハ
: v

.

次v

は
轍
出
入
め
償
^

性
が
小
で
あ 

.
る
が
故
に
、'正
皆
な.
ら
.ざ
る
爲
着
相
場
は
國
際
收
支
め
不
均
衡
に
反
映
さ 

,

れ
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
點
^
就
て
ヽ
國
陪
收
吏
說
の
立
場 

に
立
‘つ
ハ
'1
バ

ラ

ー

ば

、
轍

出

入

の

價

格

彈

カ

性

が

大

で

^
る
、
'と
主
張 

' ,
し

て

ゐ

る

，の

.
で
あ
^

*̂
こ
：
の

ハ.1-
バ
：ラ
の
蓖
解
ぼ
ハ
シ
^
ン
の
見
解
と 

對
陬
的.
で.
あ
る
'0
'か
く
て
ハ
ン
セ
シ
は
疋
常
な
ら
ざ
る
爲
替
相
場
は
國
內 

で
經
濟
に
於
け
る
生
產
費
一̂
格
め
構
造
の
不
均
衡
と
.ル
て
規
れ
る
の
で
あ 

■•
ふ
。
ハ
ゾ
セ-X

白
：く
、『

過
大
評
價
さ
：れ
た
通
貨
味
、
價
格
に
對
し
？ァ
フ 

-

レ的效果を興へ生格の均衡を歪

^
失
業
を
生
ぜ
し
め
る。. 

:

他
方
に
於
て
、
：過
小
評
價
さ
.
れ
恕
通.
貨

は

外

國

の

競

爭
者

め

.價

格

競

爭

を 

.
弱
め
る
の̂
ぁ
る
が
ハ
そ
れ
忙̂-
拘
ら
ず
ぃ
國
內
投
資
の
量
は
低
下
し
、

四
：五
：
0

1.

六
五〕

. 

-
0



三
山
彤
#
雜
誌
第
四
十
五
卷
第
四
號

.,
爲

替

相

場
は

有

利

で

あ

る

に

亂

て

、も

、
國

內

に

於

け

る

デ

-
フ

レJ
シ
ョ
ン 

•
及

び

；小
况
を
生
•
ぜ

し

め

る

。

」

.
と
。

C

ゾ
セ
ゾ
に
於
て
は
均
衡
な
ら
ざ
る 

爲
替
相
場
の
影
響
は
國
際
收
支
の
不
均
衡
に
で
は
な
く
て
、
國
內
經
濟
に 

'.於

け

る

生

產

费

丨

價

格

.
の
.不
均
衡
に
現
は
れ
る
.
、
と
考.
へ
ら
れ
る
：

.
の
：
で
.
あ- 

:..
名
0:.
敌

に

、

パ
：：

メ
七
；
x
g
於

て

ば

均

衡

爲

替

相

場

の

，
藤 

へ
*
支

，
は
^
く

て

ハ

國

两

經

廣

ば

m
げ.
る
、
生
產

費
.

.

格
の̂

^
が
取
り：'
 

「

あ
げ
ら
：
れ
る

.
事
に.
な
る
の
：
で

あ

る

-0.
か

、
る

觀

點

か

ち

、

ハ

'ン
；
セ
，
ツ
は
句

. 

^

爲

替

相

場

裏
.;
0
加

べ

說

明

す

.る

0
で

あ
る0':.
、ノ
シ

卞
ゾ
の#
述

を

其，.

.
，
め
：儘
.̂
用
し•.
ょ
；ぅ

。

パ

 >

.
セ
ン
日
く
、

「

そ
れ
故
に
、
_

-'
M
力
年
贋
說
に
は、_ 

,
:
ヌ
ン
ル
ー
ク
セ
，
氏
や
ハ
：

I.
パ
ラ.
1敎
授

が

認

め

：
る

ょ

り

も

、
ず

つ

,>
:
-
大

な

る

辑 

:
理
の.
精
顧
%

贫o
o

t3
th

>

が
存
す
る
觀
に
思
ぼ
れ
る0.
V承
認
さ
れ 

.
て
ゐ
る
如
く
、
購
買
力
平
價
.
の
槪
念
麻
紙
り■に
：，ル'一r
、ズ
；

P

あ
り.
踐
眛
で
あ. 

ぁ
|

署

土.
十
年
閘
に
於
け
る
著
作
に
於
て
、
:
充
贫
論
ぜ
ら
れ
た
潘
。
 

.

由
か
ら
し
てI

か.
ら

、
む

し

ろ

，、
，
そ

れ

を
『

生

產

費

構

造

，平
價

J  (

o
om
c-
h 

•:
w
t
:'
s
c
t
ê
^
^
^
^
.

に
依
づ
て
表
規
す
べ
き
で
あ
る
ノ
謖
替
相
場
は
、. 

そ

れ

が

國

際

撕

競

！
，
，に

於

て

何

等

，の
人
爲
的
な
利
益
を

'̂
'
與
；
へ
な
い
.場
合 

に
芷
當
な
も
の4
^
へ.
ら
れ
得
る
.0
此
の
事
は
、； .

一
國
に
於
け
る
す
べ
て
.. 

め
生
產
的
資
源
が
完
全
.
に.
屜
傭
ざ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
、
爲
替
相
場
は
そ
の

. 

...生
;.
^

資̂
源
を
人
爲
的
に
外
國
市
場-̂
移
轉
せ
し
め.
る.
が.
如
き
も
の..：で
あ
：‘
 

ら
そ
は
な
ら
ぬ
、

:-
と
一
石
ふ
毐
を
意
味
す
る
。

IE
當
な
る
爲
替
相
場
は
、
一
 

.-
掘

の

生

養

的

^
^
.
の
中
で

 
>..
資
源
の
經
濟
的
、"_
世
#
的

配

分

：に

莪

づ

ぃ 

.
て
ハ
‘外
國
沛
場
に
於
て
比
較
的
利
益
ぞ
有
す
る
が
如
身
寶
源
の
み
が
輸
出

,
:

■

)

 

^

s

l

,

■:

'
:
.
:
^
使
用
さ
れる
が_

も
^
で'&
る
:0::.ー(

國
の
爲
^

場̂
は
.、
そ
の
國
の 

.\
生

產

費

構

造

が
-;<
爲

§
な

爲

替

相

場

也

依

^
て

抑

土

げ

る

|

押

下

げ

る
 

.

¥

な
い
德
に
調
整
さ
れ
な
け̂1
ば
な
ら
ぬ
。

'.
-

そ
れ
故.
に
、
均
衡
爲
福 

■:
:

(

場
は

!̂
!̂.

爾
泠
め
，生

產

费

霍

に

於

け

る

1
平
2.
,

を
.表

す

が

繁

も

.
V

の
-'
:

^

あ
る
O

M

と
b
v

-.
:

か
く
の
；
.

如
く
、i>
ン
：セ
シ̂̂

:
1.

生
產
費
搆
邋
平
價|—:.
を
遞
唱
''
^

て
ゐ
る
の'
で
あ
る
0

メ
，
：
：
.

：
：

'
:

:
以
-1
;

1

述
べ
名
處
が
、>.
^
.

セ
ン
の.
主
張
す̂
.

^

;

說
で
あ•
る
が.
■
ハ
此
：の.，；

f

生
產
費
構
造̂

價j
.

な

る

概

念

镜 

.

な
概
今I

で.
あ.
つ..V

、
.

そ
の
：內
容
を
明
確
に
把
握
し
得
為
い
の
で
あ
る
が
、 

:

ハ',
ツ
セ
シ.
の

焉

の

；

生

產

費

滿

造

平

價

」

、
說

は

ヵ

ッ

士

ル

.
の

購

貿

カ

平

價
 

•-
說

.に

於

け

る

「

價
:̂
7]
<
:
^
ト

.
を

、

「

生

產

費.«—
,
.
忙

依

つ
t :
置

換

ベ

たも
の

で 

'

あ
,̂

、
，
と

云

ふ

：通

解

が

—

般
に
行
は
れ
て
ゐ
る.0
例

へ

；
ば

、

エ

ル

.

ス
ヮi
 

ス
，
は

、

ハ

グ

セ

ヴ

.

の
主
張
：す

名—1
生
產
費
着
|

平
價」

U

生
產
費
平
價
で 

■

あ
る
：と
考
ヘ

P

生
德
費
年
價'
に#

好
を
生
產
費.
指
數.
の
測
定
上
の
_
難
を 

.

指

摘

ル

て

ゐ
1

''.
ハ
ー
、
ハ
ー
ァ
丨

'%
|

-̂
立
場
か
ふ「

ハ
ン
セ
シ
敎
授
は 

.

,:.

餘
ヶ
に
も
ル
，
-

ズ.
で
あ
り
懷
眛
で.
あ
る.
購
貿.
カ
平
價
の
代
ヵ_
に
、『

生

產. 

.

.

費
構
造
平
價1

:

を
採.
り
，
.

上.
げ

や
,5

と
し.•
て
ゐ*

る
0.

思4

に
、
此
の
概
念t
 

,
"

購

買

カ

，
平

價

ょ

り

-̂-

、
-*

層

、
駿

睐

で

.

あ

り

且
.

つ
，
ル

ー

ズ

で

.

す

ら

あ

る

°

。 

づ
'

れ

に

せ

ょ

、
|

@

は

在

確

：
に

後

者

と

同

.
1.
.

の

批

判

を

蒙

る

事

.
は

明

ら

キ
 

忆
さ
れ
得.
る
だ
ら
ぅ0」

1

日
つ
て
、
パ
.

ン
士
レ
の「

生
產
費
構
造
平
廣j 

を
批
判
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、

ハ
ン
セ
ン

.

の

.

「

生
產
費
構
造
平價

」

.

ば
、
購
買
力
平
價
說
に
於
け
る
.「

價
将
水
準i

 

.

の.
代
か/
に.
'「

生
藍
費J

を
.

.採
り
上
げ
た
單
な
る
生
產
費
平
價
と
解
釋
し
得
る

.
だ
ら
乃
か
。
決
し
て
そ 

■
ぅ

で

汰

な

い

。

ハ
：
ゾ
：セ
广
め

.
ら
生
產̂

^
價」

に
於
て
は
、
ノ
生
產
費 

1
價
格.
の'構
造
が
强
調
さ
れ̂

ゐ
る
の：

で
あ
づ.
て
、
此
の.
事
は
'、
犟
な
る 

價

格

水

準

の

み

.で

な

ぐ

て

更

に

m

^
#
.;
7
Kp
も
採
り
土
げ
ら
れ
て
唐4
、

雨
渚
の
水
準
が>
相
茧
に
一
定
の
疋
常
的
ぶ
る
均
衡
關
係
を
保
つ
.事
が
耍 

-

請
さ
れ
て
罟
る
も
の
と
.
者

へ

ら

れ

る

の

：
で

：
あ

る

a

從
つ
て
、
谷
國
に
.於 

<
,

}

完
全
靡
傭
が.
維
持
さ
れ
る
が
如
く
生
產
費
水
準
と
償
格
水
準
と
が
.
一
 

定
：の
芷
常
的
な
，る
角
衡
關
係
を
保
つ
て
居
り
、
：而

も

、
ぞ
の
狀
態
の
卞
に

.

:

於
てi

際
貿
易
に
於v

は
人
爲
的
な
輸
出
入
が
行
は
れ
る
こ
と
な
く
'谷
周 

は
そ
の
生
產
的
資
源
办
自
然
的
分
布
を
莪
礎
：と

1

て
他
獨
に
比
し
て'
^
 ̂

霞
的
優
越
性
に_

つ
，い
て
輸
出
を
行
ふ
が
如
き
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、_

.

際
貿
易
が
比
較
生
產
锻
佩
理̂
甚
づ
い
て
行
ぼ
れ
、
世
界
各
國
のM

源. 

が
人
爲
的
；̂
で
な
<;
:
經
濟
的.
に
移
動
せ

ら
れ

利
用

せ

ら
.
れ
て

居

る

が

如

き 

場
合.
に
於
け
る
生
養
費
め.平
債
が
ハ
；
：

.
ハV
セ
レ
の
主
張
する
.「

生
產
費
構 

.
造
平
價」

ひ
內
容
で
あ
る.
、

と
解
さ
，れ

々

の

で

あ

る

。

-

.
以
上
に
述
べ

.
‘た
處
が
、
ハv

セ
：ン
の..主
張)

す
る
均
衡
爲
替
理
論
で
あ 

.

る
。
：
.
旣.
に
述
べ
，た

如

く

力

炎
セ

ル

め_

買
カ
ギ
價
說
は
>
國
際
的
均
衝
の 

' .•
指
際
ど
し
て_

f
^
を

採

り

上

げ

ず

、
_

際

敗

禅

衡

を

國

際

價

格

水

準 

.
の
均.

と
し
て.
規
定
$

根
本
的
立
場
に
立
脚
し
、
：爲
替
相
墩
の
均
衡
水 

-

|
^
決
定
に
對
:1
>
'_.
:應
の
解
答
を̂

へ.
た
^
で
あ
つ
：た
が>
ヵ
ッ
；セ.ル
と.

.

.
同
機
に'八
：

X

セ
シ
‘
亦
> 
國
際
的
均
衡
を
國
際
收
支
を
莪
準
と
し
.て
規
定 

4
す
*る
事
に
反
對
し
、
國
際
的
均
衡
の
.
指
標
と
し
で.
各
國
內'P

濟M

於
け
る 

.

.
 
. 
.
.

.'.:
拘.
銜
爲
膂
理'-酸
の\展
開
；':
-'
:-
:
 
>.:
■い.
：.

'
.

V-,

,
生
產
費
I

價
格
®

g

を
採
り
上
げ
ヽ
こ\'
.か
ら
均
衡
爲
替
相
場
の
決
定
理 

論
を
展
開
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
0 :

そ
し
て
カ
ッ
セ

ル
の
理
論
は
第
一
次
次 

!,

戰
後
，に
於̂:
:

七_

世
紀
的
自
曲
質
易|1
-
制
を
根
本
に
於
て
意
識
し
志
向
し 

.

て
展
開
せ
ら

れ

.た
も
の.p

あ
り
、
蓽
ら
價
格
水
準
の

如
き
貨
幣
的
要
因
の 

.

.

.
■
み.
が
强
調
さ
れ
實
質
的
要
因
は
殆
ど
考
察
外
に

.

置
か
れ
て
居
た
..の
で
あ
る 
.

..
が
、
#

國
に
於
け
：る
完
全
屜
傭
々
確
保
し
、
此
較
生
產
費
原
理
の
觀
點
か
：
 

ら
--
}
|±

界
の
：全
資
源
の.
最
大
限
の
經
濟
的
利
用
を
主
張
す
る
：ハ

.

ゾ
1

ン
の
理 

.

■

論
は
第
一
ー
次
呔
戰
锬
に
龙
す
世
界
經
濟
满
建
の
新
構
閫
‘に
副
つ
て
漸
し
い 

自
由
賢
易
疆
制
を
志
.
询
;̂

つ
；
へ
展!1
1

、せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、1

れ
故
に 

,

第1
j

次
次
戰
後.
忆
勢
る
世
界
蕾
濟
の
减
實
忙
則
し
て
、
貨
幣
的
要
因
の 

..

み
な
ら
ず
實
賢
的
要
因•を
も
採
り̂

け
强
調
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
要
す 

る.
に
、.
鮮
衡
爲
替
相
場
の
理
論
と
ん
て
.
5,

ン.
セ
.ノ 

睛
貿
カ
平
價
說
と
同'.
一
の
迪
論
的
泣
場r

^
'f
t

'L

つ
\
、

カ

ッ

セ
ル
の
購 

/
買

办

卒

價

說

を

補

：
完

1

發
展.
せ
：
し
..
め
た
も
の
と|
日
へ
ょ
ぅ
。：

'.(

1f
fe.
l.v

v-
:

A.
K
*-.
.

m
n
s
e
n, 

:.F
U

n
d

a
m

e
n

ta
lb

is
s
q

a
ilib
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U
n

ite
d

 

w
ta
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te
s
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e
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 H
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'

(
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L
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 E
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o
rth
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T
h
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 In
te

rn
a

tio
n

a
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co
n

o
m

y
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p
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9
s
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■

@
8
0 

'.G
..  H

a
b

e
.ro

rv
ib

id
.  

p
,3

9
5
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:

v-
:
.
-

■.
■
/•
:
へ.
'I.-
.:-

'.

-
.:.
' 

..... ....... 

-

忍

と

が

き

:'
以
上
：に
於
て
、
先
づ
、«
近
^
於
け
る
均
衡
爲
替
相.場
の
：理
論
の
：原

型

〗 

と
しP

、 ..

力.
:̂

セ
ル
理
論
及
び
ヶ.ィ
シ.
ズ
；理
論
の̂

れ
^
;の

：：

理
遍
的
立 

場

を1
應

明

ら

が

：に
し
ヽ

7次
で
、.
そ
れ
|

0.
理
論
的
立
場
が
最
近
：に
於 

て
如
何
に
展
開
さ
れ
、
如
何
に
發
展
せ
し
込
ら
れ
た
か
、
：̂

摩
察
':
1>
て
來 

:

た
の
で
あ
る
。
.€
し
：て
此#
1 '
目
ひ
得
る.
事
ば
、.
假
令
、«
近
：に
於
て
次 

多
數
の
論
考
の
承
認
ぜ
る
觅
解;>
:
ば.
い
：へ
、
：
.
國
際
收
支
說
の
見
解
は
、

)

均 

衡
爲
替
相
場
の
_
:理
諭
と
し
て
：ば
'>
極
め
て
不
寃
会
で：

あ
苓
樣
に
啟
は
れ 

.

.る
ッ
と
貧
ふ
事
で
あ
る
。
.
國
際
收
支
說
に
於
て
は
、
均
衡
爲
替
褂
場
に

0  

い
で
；
の
自
明

.
の
®
義.
が

與

べ

ら̂
て.
ゐ
る
：
に

過

ぎ

な

い

©
で

あ

り

、
；何

等 

の.
理

論

的

解

決

も

與

：
へ
ら
れ
て
は
房
な
い

.
の
で.
あ
る
。
均
衡
成
立
め
.爲
の 

必
要
條
件
を
指
摘
す
る
事
は
必
耍
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
：然
し

、
'
 

必
要
條
怦
を.
悉
く
羅
列
す
る
事
だ
け
：で
ば
充
分
で
な
い
9
國
際
f

課
の 

指
摘
す
る
必
要
條
件
の
同
時
的
兩
立
性
に
對
す
石
現
實
性
は
、
現
實
の
國

.
, 

四

八

(

ニ
六
八〕

，

,
際
經
濟
を
直
視
す
名
時
ゝ
翁
ど
存
し
なV'(

と
'言
は
ね
ばf

-f
e
い
。"
そ.

...
ぅ
で
あ
る
限f
- ;
:
國
際
牧
吏
說
そ■

れ
自
體
に
は
：
.
理
論
的
現
實
性
は
存
せ
：

.

ず
V .か
乂
：る
迤
論
を2
^
じ
て
は
規
實
の
统
明
が
不
可
能
で
あ
る
、
と
言 

は

ざ

る

支

得

な

い

。
：
我

々

ぼ

均

衡

成

.立

の

爲

の

必

要

條

件

を

單

に

指

摘

す 

■る
^
で

散

ぐ’
更
：

等
め
必
要
釋
の
相
茇
間
の
經
濟
的
關
聯
を
究
明 

:

せ
ね
ば
な』

な
い
。.'
'か
,\
%
理
論
的
觀_

こ
そ
'、
爲
霜
場
の
均
衡
水
準 

そ
れ
自
體
の；

決
锘
理
諭
，

f

の*
を
開
く
の
：
で

あ

る

。

：

'.

>
'-,

.

.

:;
現
實
に

於

て
：
、

:.--ヵ
产
セ
ル0.
1
^
カ
平
價
說
は
殆
ど
放
棄
.
さ
れ
、
國

際: 

收
支
說
が
支
配
的
に
承
認̂.
れ
て
ゐ
名:°
事
實>
ヵ

：ジ
：
セ
ル
の

_

賈

カ

平'

:

價
說
は
多
く.
の
：理.

#
§
缺
陷
女
有
し
て
唐
り
.
;>
そ
の
現
實
的
妥
當
性
は
頰 

:
る
制
限
さ.
办
て
ゐ
る
：事
欣
言
淡
菟
も
な
如0

然
し
、̂

衡
爲
替
相
■場

め

決
，.
 

.

定
理
論
と
じ
尤
ヵ
ッ
セ
ー
ル
の
睛
貿
カ
平
價
說
の
理
論
的
立
場
は
決
し
て
金

'
 

面
的
に
否
定
さ
れ
名
_
可
き
で
は
為
い0
.'.
;
'む
し
ろ
、
今
後
に
於
け
る
均
衡
爲
.

,-
:
 

:
:

#

相
場
理
論
め
展
禪
に
ど
つ
セ
抵
ク
ヵ
^

セ
ル
の._

貿
カ
$

說
を
外
延
一 

的
：に
'-

%

內

包

的

に
:.
4>
發
展
せ
し
為.
石

事

.
が

必

耍

で

|>-

る
、
と

考
へ
ら
れ
る
，
 

:

の
で
あ
る
。
.

(

ズ
セ
ダ
の
均
衡
爲
智
璉
論̂
―

そ
れ
は
明
確
に
規
定
せ
：：
 

方
；
^

>.
そ
れ
故
に
倚
問
題
を
未
解
決
に
殘
す
,4
>.
の
で
あ
つ
た
が——

か
：
 

、

る

方

向
•
へ
の
' 
一，
理
論
的
展
酿
セ
し
て
評
價
し
得
る
：め
で
あ
る

o 
.

家

計

厲

目

に

お

甘

る« :
久

財
:0
:意

味
1:-

':
:

'

.

• 

:

,
:•
■
■中

--
鉢

：.
正.

美

：-
.

■
 -
 

...

..
 

'
 

-
 

-

.

.
家
計
吏.
出
の.
項
目
分
類
は
、
個
々
の
生
活
主11
に
お
け
る
消
費
欲
望
の
； 

狀
態
を
あ
き
ら
か
；に
し
、
そ
の
.
|
股
的
游
態
に
ょb 
t
國
民
大
衆
の
福
祉. 

- .
の
程
度
を
測
定
す
る
と
共
.
に
、
大
象
の
生
活
を
經
濟
的
忆
も
道
德
的
に
も 

ょ
り
望
ま
:1.
い
^-
容
に
ま
で
引
き
あ
げ
ょ
ぅ
^
す
る
意
圖
を
も
含
め
て
ハ 

'編
成
さ
れ
て
き
た
も
の
.
と.
：い
ぇ
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
家
計
調
签
の
集
計
過 

程
に
お
け
る
重
要
な
技
術
的
手
續
き
の
び
と
づ
で
あ
る
の
.み
に
止
ま
ら
ず 

欲
菌
充
足

.̂
:
更
に
は
國
民
福
祉
の.認
識
に.
對
ヤ
る
調
查
者
の
立
場
を'%
表 

示
す
る
も
，の
.
と
し
て
V
充
分
の
法
目
が
拂
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
•'

.:
'

■

エ
ル
ン
ズ
ト•

エ
ン
ゲ
ル
は
そ
の

.

3

ル
ギ

：
1

.
勞

働

者

家

族

の

生

活
 

費J
.

中

ぢ

お

い

，
て

.

、
：
ニ

八

」

：

1

年

に

お

け

：
る

.

ョ
：
セ

フ
.

、

ラ

ン

グ
0

次
の
ょ 

ぅ
な
言
葉
を
引
用
し
セ
い
る
。「

各
々
の
人
：は'
炎
れ
で
も(

卿
ち
そ
の
：內 

'.

的

性

尙

ょ

^

、
/:
'
-
彼

の

人

間

本

性

か

ら

直

接

に

お

と
 

^

^

足
し
、
そ
れ
ら
灰
益
々
擴
張
す
る
と
共
に
彼
の
觅
に
高
尙
且
&

汎 

.
'

な
欲
望
を
も
充
足
す
る
た
，：

8

必
要
な
宇
段
を
調
達
し
ぅ
る
こ
と
'
に

、
.
最

高
 

の
關
心
を
上
せ
る0

こ
0.

こ
と
が
|

顧
の
住
民
に
可
能
で'あ

る

そ

の

.狀

態

.

こ

そ

が

國

民

厂

あ

：る

い

：
は

民

衆

の

福

耻

で

，
あ

り

、

じ

の

よ

ぅ

な

可

能

性

の

，.

.• 

- — 

. 

. 

- 

... 

..

..

.

 

... 

'..
.
.
.
.
.
.

•

:

-

家

計

現
.

间

に

ぉ
.

け.
る_

久

财

の

意

蛛
：
：

、

-

.--

-.

範
圍
が
あ
ら
ゆ
る
：佐
民
に
と
.

つ
て
，̂

さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
'
そ
れ
だ 

皆

こ

：
の

福

祉

は

大

^
/

く
な
る
の
で
あ
る.。J

:
:

か
か
る
見
解
の
う
ち
に
は
、

J國
民.
福
祉
を
搆
成
す.'
？)
各
人

：
の
，
欲
‘望
に
、
，順
位
を
異
に
す
る
少
く
も
 
一0 

類
'.の
も
の
め.
存
在
ず
る.
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
ト
る
。

：

エ.
ゾV

ル
に
よ
れ 

:
ば
、
こ
の
順
位
は「

上
©--
に
は.
肉
體
の
維
持
が
そ
の.充
足
に
依
存1
る
と 

■
こ
ろ
の
欲
望
、
..
卽
ち
飮
食
物
、
：被
服
、
进
居
、
光
熱
、
&

衞
生
が
位
し 

て
い
る
。
第
二
線
に
は
精
挪
的
教
養
、

.
靈
的f

濟
、
：法
的
保
護
及
び
公 

.
安
、
^-
害
豫
備
"'
你
蕾
及
び
娛
樂
が
續
く
。

J
,,

か
く
て
そ
こ
か
ら
は
當
然 

'-「

人
間
の
福
祉
の
程
度
は
、
肉
體
の
維
持
に
.
必
要
な
支
出
部
分
が
、
殘
餘 

の

生

活

欲-^
を

充

足

す

る

た

め

に

當

て

ら

れ

る

交

出

部

分

に

對

し

て

占

め 

る
と
こ
ろ
の
割
合
に
よ
つ
ズ
.
表
ー
不
さ
れ
る

』

'
い
う
、
い
わ
ゆ
る
工
ン
ゲ 

ル
法
則
の
伏
線
が
導
き
诎
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

.
1
<

五
ー
ー
ー
年
ブ
リ
ユ
ッ
セ 

:
ル

に

開

か

れ

た

第

：
ー
、
囘

國

際

絲

計

會

議

に

'お
い.
て
も
、
こ
れ
に
類
似
し
た 

，'見
解
に
從
つ
て
、#
#
-^
階
^
の
家
計
に
お
，い
て
究
明
さ
れ
る
べ
き
支
出 

を
ヽ
1̂

瞪
的
或
び
物
質
的
部
門
め
支
出
、
宗
教
的

*

•
道

德

'的

及

び

知

的

部 

V

門

の

支

出

、
並

ぴ

に

奢

侈

ま

た

は

，不
用
意
の

.
結
果
と
.1.
て
の
支
出
>
に
分 

'
類
し
て
い
る。：
..-.
/:■
:,
:.
.
:

■■
:-
:
:

'

,

パ
し
か
し
こ
：の
.
よ
う
な.
生
活
欲
望
の
順
位
に
：關
す
る

1

種
の
價
値
判
斷 

，
は
、
そ
れ
が
規
實
の
.
家
計
支
出
の
分
類
に
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の 

各
#

:

目.
に
属
す
る
支
出
の
對
象
と
な
る
諸
商
品
の
も
つ
物
質
的
な
諸

®

 ̂

に
よ
つ
：て'r
M
に
具
體
的
に
定
義
附
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
方
い
め
は
當
然
で 

あ
ろ
う
-.-
o
ブ
■リ
ユ•
ッ
ャ
ル
會
議
の
結
果
施
行-

れ
た
デ
.
户
ク
ぺ
テ
ィ
ォ
办 

'

,
:

'

■
:

:

'
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